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日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会・・・・シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウムにににに当当当当たってたってたってたって 

  

    JAUSJAUSJAUSJAUS（（（（日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会））））がががが須賀次郎殿須賀次郎殿須賀次郎殿須賀次郎殿のごのごのごのご努力努力努力努力でででで立立立立ちちちち上上上上がりましたがりましたがりましたがりました。。。。    そしてそしてそしてそして、、、、第第第第

一回一回一回一回ののののシンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウムをををを開催開催開催開催しましたしましたしましたしました。。。。今今今今までまでまでまで須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏はははは日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける潜水界潜水界潜水界潜水界をををを取取取取りまとめりまとめりまとめりまとめ

ながらながらながらながら本来本来本来本来あるべきあるべきあるべきあるべき潜水潜水潜水潜水にににに関関関関わるわるわるわる業界業界業界業界からからからから、、、、科学科学科学科学ダイバーダイバーダイバーダイバー、、、、スポーツダイバースポーツダイバースポーツダイバースポーツダイバー等等等等のののの潜水潜水潜水潜水

をををを実践実践実践実践されるされるされるされる方方方方のみならずのみならずのみならずのみならず潜水潜水潜水潜水にににに興味興味興味興味をををを持持持持つつつつ方方方方、、、、潜水技法潜水技法潜水技法潜水技法をををを応用利用応用利用応用利用応用利用されるされるされるされる方等方等方等方等すべてすべてすべてすべて

のののの関係者関係者関係者関係者がががが一元化一元化一元化一元化されたされたされたされた組織組織組織組織（（（（協会協会協会協会））））のののの下下下下でででで潜水潜水潜水潜水というというというという key word  key word  key word  key word をををを真剣真剣真剣真剣にににに考考考考ええええ合合合合ええええ

てそれをよりてそれをよりてそれをよりてそれをより望望望望ましいましいましいましい形形形形にににに統合統合統合統合できるかについてできるかについてできるかについてできるかについていろいろなごいろいろなごいろいろなごいろいろなご努力努力努力努力をされてまいりまをされてまいりまをされてまいりまをされてまいりま

したしたしたした。。。。    今回今回今回今回のこののこののこののこの事業事業事業事業はははは須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏にとってにとってにとってにとって最後最後最後最後ともともともとも言言言言えるえるえるえる試試試試みでありみでありみでありみであり、、、、今今今今までのまでのまでのまでの様様様様々々々々なななな

行動行動行動行動はこのはこのはこのはこの JAUSJAUSJAUSJAUS のののの立立立立ちちちち上上上上げのためではなかろうかとげのためではなかろうかとげのためではなかろうかとげのためではなかろうかと推量推量推量推量させてさせてさせてさせて戴戴戴戴いておりますいておりますいておりますいております。。。。    

    私自身私自身私自身私自身もももも潜水潜水潜水潜水のののの世界世界世界世界のののの極極極極くくくく一部一部一部一部でででで関関関関わりをわりをわりをわりを持持持持たせてたせてたせてたせて戴戴戴戴きながらきながらきながらきながら半世紀以上半世紀以上半世紀以上半世紀以上にににに渡渡渡渡りそりそりそりそ

のののの恩恵恩恵恩恵恩恵にににに浴浴浴浴してまいりましたしてまいりましたしてまいりましたしてまいりました。。。。    私私私私なりのなりのなりのなりの率直率直率直率直なななな感想感想感想感想からからからから言言言言えばえばえばえば、、、、潜水潜水潜水潜水にににに関関関関わるわるわるわる方方方方々々々々のののの

人物像人物像人物像人物像はははは実実実実にににに多彩多彩多彩多彩であるとであるとであるとであると共共共共にににに実実実実にににに分類分類分類分類できにくいできにくいできにくいできにくい集団集団集団集団のののの幾幾幾幾つものつものつものつもの利害利害利害利害をををを異異異異にされてにされてにされてにされて

いるいるいるいるグループグループグループグループがががが混在混在混在混在されていてされていてされていてされていて、、、、そこはとてもそこはとてもそこはとてもそこはとても一本縄一本縄一本縄一本縄ではではではでは括括括括れないれないれないれない人人人人々々々々のののの坩堝坩堝坩堝坩堝のようなのようなのようなのような

人間構成人間構成人間構成人間構成であであであであリリリリ、、、、それだけにそれだけにそれだけにそれだけに面白面白面白面白いのですがいのですがいのですがいのですが多難多難多難多難なななな作業作業作業作業がががが多多多多くくくく、、、、須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏がそのがそのがそのがその「「「「火中火中火中火中のののの

栗栗栗栗をををを敢敢敢敢えてえてえてえて拾拾拾拾うううう」」」」ことがことがことがことが自分自分自分自分にににに課課課課されてされてされてされて任務任務任務任務とととと受受受受けけけけ止止止止められためられためられためられた決意決意決意決意のののの結果結果結果結果がががが JAUSJAUSJAUSJAUS のののの立立立立

ちちちち上上上上げではなかろうかとげではなかろうかとげではなかろうかとげではなかろうかと受受受受けけけけ止止止止めておりますめておりますめておりますめております。。。。    つつつつまりまりまりまり、、、、潜水潜水潜水潜水にににに関関関関わるわるわるわる方方方方々々々々のののの総論総論総論総論はははは１１１１

本本本本にまとまっているのですがにまとまっているのですがにまとまっているのですがにまとまっているのですが、、、、各論各論各論各論はははは関係者関係者関係者関係者のののの頭頭頭頭のののの数数数数だけだけだけだけ分分分分かれているためになかなかかれているためになかなかかれているためになかなかかれているためになかなか

到達点到達点到達点到達点へへへへ導導導導ききれないききれないききれないききれない困難困難困難困難さがありますさがありますさがありますさがあります。。。。    誰誰誰誰かがそれをなさなければならないのですかがそれをなさなければならないのですかがそれをなさなければならないのですかがそれをなさなければならないのです

がそのがそのがそのがその「「「「禁断禁断禁断禁断のののの木木木木のののの実実実実」」」」にににに手手手手をををを染染染染めようとのめようとのめようとのめようとの須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏のののの決意決意決意決意にはにはにはには頭頭頭頭がががが下下下下がりますががりますががりますががりますが私自身私自身私自身私自身

がどのがどのがどのがどの枝枝枝枝をををを担当担当担当担当すればすればすればすれば須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏のおのおのおのお役役役役にににに立立立立てるのかてるのかてるのかてるのか一抹一抹一抹一抹のののの不安不安不安不安はありますはありますはありますはあります。。。。    しかししかししかししかし、、、、彼彼彼彼

がごがごがごがご決意決意決意決意されたされたされたされた以上以上以上以上、、、、敢敢敢敢えてえてえてえて須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏のごのごのごのご指示指示指示指示にににに従従従従ってってってって協力致協力致協力致協力致したくしたくしたくしたく考考考考えておりますえておりますえておりますえております。。。。潜潜潜潜

水水水水のののの世界世界世界世界はははは宇宙宇宙宇宙宇宙のののの世界世界世界世界よりよりよりより難解難解難解難解であるかもであるかもであるかもであるかも知知知知れませんれませんれませんれません。。。。    

    須賀氏須賀氏須賀氏須賀氏のこののこののこののこの企画企画企画企画ににににエールエールエールエールをををを送送送送るとるとるとると共共共共にににに、、、、参画参画参画参画されるされるされるされる皆様皆様皆様皆様のごのごのごのご協力協力協力協力とごとごとごとご活躍活躍活躍活躍をををを心心心心からからからから

期待期待期待期待いたしておりますいたしておりますいたしておりますいたしております。。。。    

                                    東京医科歯科大学東京医科歯科大学東京医科歯科大学東京医科歯科大学    名誉教授名誉教授名誉教授名誉教授 

                            （（（（社社社社））））日本高気圧環境日本高気圧環境日本高気圧環境日本高気圧環境・・・・潜水医学会潜水医学会潜水医学会潜水医学会    代表理代表理代表理代表理事事事事        眞野眞野眞野眞野    喜洋喜洋喜洋喜洋                                                                                                             
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順天堂大学順天堂大学順天堂大学順天堂大学スポーツスポーツスポーツスポーツ健康科学部教授健康科学部教授健康科学部教授健康科学部教授    河合祥雄河合祥雄河合祥雄河合祥雄    

    真真真真ののののスポーツスポーツスポーツスポーツはそれはそれはそれはそれ自体自体自体自体をををを目的目的目的目的とするととするととするととすると言言言言われておりますわれておりますわれておりますわれております。。。。そのそのそのその意味意味意味意味でででで、、、、ダイビングダイビングダイビングダイビング

こそこそこそこそ真真真真ののののスポーツスポーツスポーツスポーツのののの一一一一つであるとつであるとつであるとつであると私私私私はははは考考考考えていますえていますえていますえています。。。。わわわわれわれれわれれわれれわれダイバーダイバーダイバーダイバーはははは楽楽楽楽しいからしいからしいからしいから潜潜潜潜

りますりますりますります。。。。しかししかししかししかし、、、、空気空気空気空気のないのないのないのない水中水中水中水中でででで行行行行わわわわれるれるれるれる多多多多くのくのくのくのダイビングダイビングダイビングダイビングはははは当然危険当然危険当然危険当然危険をををを伴伴伴伴いますいますいますいます。。。。

あるあるあるある程度程度程度程度のののの riskriskriskrisk をををを感感感感じてのじてのじてのじての「「「「冒険冒険冒険冒険」」」」であるからこそであるからこそであるからこそであるからこそ楽楽楽楽しいとしいとしいとしいと感感感感じるじるじるじるダイバーダイバーダイバーダイバーもいるこもいるこもいるこもいるこ

ととととででででしょうしょうしょうしょう。。。。    

    以前以前以前以前、、、、極極極極めてめてめてめて過酷過酷過酷過酷なななな状況状況状況状況からからからから生還生還生還生還しししし、、、、本土本土本土本土にににに戻戻戻戻ることのることのることのることの出来出来出来出来たたたた方方方方からからからから「「「「自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの体体体体

験験験験はははは冒険冒険冒険冒険ではではではでは決決決決してないしてないしてないしてない。。。。大戦大戦大戦大戦とととといういういういう大大大大きなきなきなきな歴史歴史歴史歴史のののの流流流流    にににに巻巻巻巻きききき込込込込まれたまれたまれたまれた人生人生人生人生ののののヒトコマヒトコマヒトコマヒトコマ

にににに過過過過ぎないぎないぎないぎない。。。。真真真真のののの『『『『冒険冒険冒険冒険』』』』とはとはとはとは、、、、平時平時平時平時においてにおいてにおいてにおいて、、、、考考考考えうるえうるえうるえうる様様様様々々々々なななな状況状況状況状況にににに対対対対しししし、、、、万全万全万全万全のののの準準準準

備備備備をををを整整整整えてえてえてえて、、、、それにそれにそれにそれに臨臨臨臨むむむむ    ことであることであることであることである」」」」とのとのとのとの内容内容内容内容のののの文章文章文章文章をおをおをおをお見見見見せせせせ頂頂頂頂きききき、、、、感動感動感動感動をもってをもってをもってをもって読読読読

んだことがんだことがんだことがんだことが    ありますありますありますあります。。。。ダイバーダイバーダイバーダイバー個人個人個人個人々々々々々々々々がががが自分自分自分自分のののの責任責任責任責任においてにおいてにおいてにおいて、、、、想定想定想定想定できるできるできるできるリスクリスクリスクリスク        

にににに対対対対してしてしてして、、、、出来出来出来出来うるうるうるうる準備準備準備準備（（（（これにはこれにはこれにはこれには当然当然当然当然、、、、器具器具器具器具、、、、装具装具装具装具などのなどのなどのなどの用具用具用具用具、、、、個個個個々々々々    人人人人のののの体力体力体力体力、、、、判判判判

断力断力断力断力、、、、体調管理体調管理体調管理体調管理などがなどがなどがなどが含含含含まれるまれるまれるまれる））））をををを行行行行ったったったった上上上上でででで、、、、自己自己自己自己のののの責責責責    任範囲内任範囲内任範囲内任範囲内でででで潜潜潜潜りりりり、、、、生還生還生還生還するするするする

ことことことこと、、、、これがこれがこれがこれがダイビングダイビングダイビングダイビングのののの原則原則原則原則でありでありでありであり、、、、原点原点原点原点    でありましょうでありましょうでありましょうでありましょう。。。。    

    

    われわれわれわれわれわれわれわれ科学者科学者科学者科学者でありたいとでありたいとでありたいとでありたいと望望望望むむむむ者者者者はははは、、、、あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる前提前提前提前提、、、、既成概念既成概念既成概念既成概念をををを疑疑疑疑    ますますますます。。。。例例例例えばえばえばえば、、、、

ダイビングダイビングダイビングダイビングにおけるにおけるにおけるにおける肺水腫肺水腫肺水腫肺水腫のののの存在存在存在存在もももも、、、、そのそのそのその（（（（陰圧性陰圧性陰圧性陰圧性））））肺水腫肺水腫肺水腫肺水腫のののの機序機序機序機序もももも明明明明らかにされつつらかにされつつらかにされつつらかにされつつ

あるあるあるある現段階現段階現段階現段階ではではではでは、、、、従来従来従来従来のののの潜水潜水潜水潜水のありのありのありのあり方方方方、、、、指導法指導法指導法指導法などもなどもなどもなども再考再考再考再考すべきではないかとすべきではないかとすべきではないかとすべきではないかと考考考考えますえますえますえます。。。。

本本本本「「「「日本水中科学日本水中科学日本水中科学日本水中科学    協会協会協会協会」」」」はははは、、、、従来当然従来当然従来当然従来当然とされているとされているとされているとされている事柄事柄事柄事柄についてもについてもについてもについても、、、、何何何何ものにもものにもものにもものにも束縛束縛束縛束縛

されされされされ    ずにずにずにずに議論議論議論議論できるできるできるできる場場場場であることをであることをであることをであることを望望望望みますみますみますみます。。。。    

    

A dive buddy, especially one who is inexperienced, can be hazardous.  A dive buddy, especially one who is inexperienced, can be hazardous.  A dive buddy, especially one who is inexperienced, can be hazardous.  A dive buddy, especially one who is inexperienced, can be hazardous.      

ProProProProf. Henry Keatts.f. Henry Keatts.f. Henry Keatts.f. Henry Keatts.    
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筑波大学人間総合科学研究科筑波大学人間総合科学研究科筑波大学人間総合科学研究科筑波大学人間総合科学研究科    教授教授教授教授    吉田章吉田章吉田章吉田章    

 

 日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会のののの発足発足発足発足をををを記念記念記念記念するするするする第第第第１１１１回回回回シンポジュウムシンポジュウムシンポジュウムシンポジュウムがががが、、、、大成功大成功大成功大成功のうちにのうちにのうちにのうちに終了終了終了終了しししし

たことをたことをたことをたことを心心心心からからからから喜喜喜喜びたいびたいびたいびたい。。。。直前直前直前直前までまでまでまで心配心配心配心配されていたされていたされていたされていた参加者数参加者数参加者数参加者数もももも、、、、いざいざいざいざ蓋蓋蓋蓋をををを開開開開けてみるとけてみるとけてみるとけてみると

会場会場会場会場をををを埋埋埋埋めめめめ尽尽尽尽くすくすくすくす程程程程のののの数数数数となったとなったとなったとなった。。。。それもそれもそれもそれも沖縄沖縄沖縄沖縄をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする遠方遠方遠方遠方からのからのからのからの参加者参加者参加者参加者がががが、、、、少少少少

なからずなからずなからずなからず見受見受見受見受けられたけられたけられたけられた。。。。決決決決してしてしてして大大大大々々々々的的的的なななな広報宣伝広報宣伝広報宣伝広報宣伝がががが行行行行われたわれたわれたわれた訳訳訳訳でもないのにこれだけのでもないのにこれだけのでもないのにこれだけのでもないのにこれだけの

成果成果成果成果がががが現現現現れたということはれたということはれたということはれたということは、、、、行行行行きききき悩悩悩悩んでいるんでいるんでいるんでいるダイビングダイビングダイビングダイビング界界界界にににに何何何何らかのらかのらかのらかの突破口突破口突破口突破口をををを切切切切りりりり開開開開ここここ

うとするうとするうとするうとする社会的社会的社会的社会的ニーズニーズニーズニーズがそこにあったからにがそこにあったからにがそこにあったからにがそこにあったからに他他他他ならないならないならないならない。。。。それとそれとそれとそれと我我我我がががが国国国国におけるにおけるにおけるにおけるパパパパイオイオイオイオ

ニアニアニアニアとしてとしてとしてとして、、、、半世紀半世紀半世紀半世紀にににに渡渡渡渡るるるるダイビングダイビングダイビングダイビング人生人生人生人生をををを歩歩歩歩んでんでんでんで来来来来たたたた須賀次郎氏須賀次郎氏須賀次郎氏須賀次郎氏によるによるによるによるエピローグエピローグエピローグエピローグのののの

方向性方向性方向性方向性をををを確認確認確認確認しようとするしようとするしようとするしようとする人人人人々々々々のののの集集集集まりとなったまりとなったまりとなったまりとなった。。。。従従従従ってってってって会場会場会場会場はははは熱気熱気熱気熱気にににに溢溢溢溢れれれれ、、、、発表者発表者発表者発表者はははは

盛盛盛盛りだくさんなりだくさんなりだくさんなりだくさんな内容内容内容内容をををを伝伝伝伝えようとするしえようとするしえようとするしえようとするし、、、、来場者来場者来場者来場者はははは質問質問質問質問をををを通通通通してもっとしてもっとしてもっとしてもっと知知知知ろうとするろうとするろうとするろうとする所所所所

からからからから、、、、司会者司会者司会者司会者にとってはにとってはにとってはにとっては交通整理交通整理交通整理交通整理にににに汗汗汗汗だくとなるだくとなるだくとなるだくとなるシンポジュウムシンポジュウムシンポジュウムシンポジュウムであったであったであったであった。。。。    

    私私私私はははは日頃日頃日頃日頃からからからから、、、、僅僅僅僅かかかか１１１１本本本本ののののダイビングダイビングダイビングダイビングをするだけでもそこにはをするだけでもそこにはをするだけでもそこにはをするだけでもそこには極極極極めてめてめてめて多多多多くのくのくのくのサポートサポートサポートサポート

体制体制体制体制がががが存在存在存在存在しししし、、、、またまたまたまたダイビングダイビングダイビングダイビングのののの目的目的目的目的ややややスタイルスタイルスタイルスタイルにもにもにもにも様様様様々々々々なものがあるということなものがあるということなものがあるということなものがあるということ、、、、すすすす

なわちなわちなわちなわち““““多様性多様性多様性多様性””””についてもっとについてもっとについてもっとについてもっと理解理解理解理解をををを深深深深めるめるめるめる必要必要必要必要ががががあるということをあるということをあるということをあるということを感感感感じているじているじているじている。。。。ダダダダ

イビングイビングイビングイビングにとってにとってにとってにとって永遠永遠永遠永遠のののの命題命題命題命題であるであるであるである““““安全安全安全安全””””をををを確立確立確立確立するするするする上上上上でででで、、、、閉鎖的閉鎖的閉鎖的閉鎖的・・・・制限的制限的制限的制限的なななな方法論方法論方法論方法論

をとっているをとっているをとっているをとっている限限限限りりりりダイビングダイビングダイビングダイビングにとってのにとってのにとってのにとっての将来将来将来将来はははは暗暗暗暗いものとなるだろういものとなるだろういものとなるだろういものとなるだろう。。。。互互互互いのいのいのいの壁壁壁壁をををを破破破破りりりり、、、、

ベールベールベールベールをはがしをはがしをはがしをはがし合合合合ってこそってこそってこそってこそ真真真真のののの発展発展発展発展がががが得得得得られるものであるられるものであるられるものであるられるものである。。。。そしてそしてそしてそして多様性多様性多様性多様性をををを認認認認めめめめ、、、、互互互互いいいい

をををを称称称称ええええ合合合合いいいい、、、、連携連携連携連携してしてしてして活動活動活動活動することができればすることができればすることができればすることができれば、、、、ダイビングダイビングダイビングダイビングのののの社会的社会的社会的社会的なななな位置付位置付位置付位置付けはけはけはけは飛躍飛躍飛躍飛躍

的的的的にににに向上向上向上向上するであろうするであろうするであろうするであろう。。。。このこのこのこのシンポジュウムシンポジュウムシンポジュウムシンポジュウムはははは、、、、そのようなそのようなそのようなそのような問問問問いかけをしているものといかけをしているものといかけをしているものといかけをしているものと

私私私私にはにはにはには受受受受けけけけ取取取取ることができたることができたることができたることができた。。。。しかしこのしかしこのしかしこのしかしこの構想構想構想構想をををを実現実現実現実現するためにはするためにはするためにはするためには、、、、そのそのそのその核核核核となるそれとなるそれとなるそれとなるそれ

ぞれのぞれのぞれのぞれのユニッユニッユニッユニットトトトがががが自立自立自立自立しししし、、、、主体性主体性主体性主体性をををを持持持持ったったったった責任責任責任責任あるあるあるある活動活動活動活動をすることがをすることがをすることがをすることが前提前提前提前提となるとなるとなるとなる。。。。自立自立自立自立

したしたしたした団体団体団体団体がそれぞれにがそれぞれにがそれぞれにがそれぞれにノウハウノウハウノウハウノウハウをををを持持持持ちちちち込込込込みみみみ、、、、互互互互いにいにいにいに研鑽研鑽研鑽研鑽しししし合合合合うううう格調高格調高格調高格調高いいいい集集集集まりのまりのまりのまりの場場場場としとしとしとし

てててて成長成長成長成長することをすることをすることをすることを願願願願っているっているっているっている。。。。    
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駒澤大学 法学部教授 松村 挌  

 『JAUS の会員の皆様、遅まきながら新年明けましておめでとうございます。当会は、

昨年末に盛大な総会とシンポジウムで幕が開き、今年から、いよいよ大航海が始まりま

す。昨年お話ししましたように、私は、大学における刑法学専門の教員ですが、その傍

ら、弁護士として一般民亊事件に携わってきましたので、その関係で、スクーバダイビ

ング事故の判例に接したり訴訟に係わったりしました。 

 ダイビング事故の概ねは過失事件で大半は民事賠償事件ですが、それは、刑事事件と

しての立証が困難で、起訴が回避されるからです。しかし、過失(注意義務違反)の証拠

収集は、刑事事件では専門の捜査機関が行いますが、民事事件では被害者と家族関係者

なし弁護士がしなければなりませんので、過失の証明は刑事事件よりもはるかに困難な

のです。 

 しかし、JAUS がこれから提起していくスクーバダイビングの注意義務基準が、ダイ

ビング界における権威的な慣行となれば、その慣行が尊重され全国における注意義務違

反の基準になり、過失の証明が容易になります。 

 お話ししましたように、自己責任を基底にして、①ソロ・バディ・ユニット・グルー

プというダイビングスタイルと、②訓練・レジャー・研究・プロという目的、そして③

監視・管理の有無との組み合わせによって、個別具体的な各種の(救助義務を含む)注意

義務が考えられると思います。これらを、これから時間をかけて洗いなおしていく作業

が必要になってくるかと思います。 

 私は、お話ししましたように、スクーバダイビンクそのものは未経験ですので、経験

豊かな会員の皆様のお知恵が必要です。特に、会員のなかには、私以外にもダイビング

経験者でかつ法律専門の方がいらっしゃるようですので、是非ともそのような方のご意

見ご助言とご協力を賜りたいと思います。そして、JAUS 基準作りのために、主体的・

積極的なご参加をいただければ幸いです。』 
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ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつ。。。。    

                                    特定非営利活動法人日本水中科学協会代表理事特定非営利活動法人日本水中科学協会代表理事特定非営利活動法人日本水中科学協会代表理事特定非営利活動法人日本水中科学協会代表理事    須賀次郎須賀次郎須賀次郎須賀次郎    

２０１０年１２月１２日、古い友人でもある先生方、仲間たち、そして若い学生諸君

の応援で、そして、日本財団の助成をいただいたことで、シンポジウムを開催すること

ができました。あつくお礼申し上げます。 

シンポジウム会場で「この協会に加入して、どういうメリットがあるのだろう」とい

う質問をいただきました。メリットという言葉は好きではありませんが、しかし、なん

のメリットもなければ、すぐに分散してしまいます。人間社会の常です。 

 水中科学協会は、ダイビングにかける夢の実現です。シンポジュウムの終りに、社会

スポーツセンターの瀬田さんが、「須賀にとって夢の実現ですね。」と挨拶されましたが、

まだ、一歩を踏み出そうとしている状態です。 

 ダイバーは、少しずつ違うけれど、等質の夢を追っています。一人ではできないけれ

ど、みんなで考えたり、力をあわせればできる可能性が生まれます。 

 しかし、夢のようなことを言うばかりでは、本当に夢になってしまいます。 

 まず、日本水中科学協会は、活動団体を目指しています。日本のスクーバダイビング

の世界には、活動団体という団体がありません。だから理解しにくいのだと思います。 

 ダイビングの講習を行って修了カードを発行する指導団体はたくさんあります。指導

団体は、あたりまえですが、指導のための団体であり、構成する会員は、経営スタッフ

を除けば全員がインストラクターです。日本水中科学協会のメンバーも指導団体のイン

ストラクターがその中心を占めています。PADI、NAUI、全日本潜水連盟、ほとんど

の指導団体のインストラクターが会員になってくださっています。いうまでも無く、指

導はそれぞれの団体の方式で行うでしょう。しかし、インストラクターではないダイバ

ーも、あるいはダイバーでない方も、ダイビングで何かをしよう、活動しようと志をも

っている総ての人たちの集まりです。 

 スクーバダイビングで何か活動をしようとするとき、まず第一番に確立しなければな

らないのは、すべて、自分の責任で自分の安全を維持するという原則です。バディで活 
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動していて、もしものことがあれば、上級者が訴えられる。チームで活動していて、リ 

ーダーが、監督が訴えられるというのでは、バディシステムも成立しませんし、指揮系

統を確立することもできません。しかし、その実力、知識と技能を確認しないで、やみ

くもに自己責任と決めつけるのでは、無責任です。技能、知識を自他ともに確認して、

確認したことを証する印が技能確認証(Verification Card)です。Vカードの確認研修は、

プライマリーコースプログラムで行います。このコースの特色は、完全にトリムをとり、

必要がない限り海底には触れずに、水平な姿勢ですべての活動を行うことです。この技

術は、アメリカのケーブダイビングから発生したものですが、ＪＡＵＳが採用した理由

は、海の生物、造礁サンゴ、無脊椎動物などに触れない、自然にやさしい潜り方になる

からです。２１世紀はエコロジーの時代です。自然を破壊しながら調査活動をしたり、

スポーツ活動をしたりすることは、ゆるされないことです。なかなか難しいので、練習

が必要です。その練習の過程で、ダイビングも上達します。 

２０１１年度の具体的な活動目標ですが、①研修・講習、②水中活動 ③出版（研究

活動）です。①研修・講習研修は、４月より月例で行い、まずプライマリーコースプログ

ラムの指導者を養成します。②水中活動は、東京湾で３箇所を選んで、自然にやさしい調

査活動手法の研究・研修を行います。６０－８０ｍの深度での実験的なサイエンス＆リサ

ーチ・ダイビングも企画しています。③出版（研究活動）は、すべてのダイビング活動の

テキスト、あるいはサブテキストになる「水中活動用語集」を、今年も１２月に行う予定

のシンポジウムに間に合うように編集作業を開始しました。シンポジウムの延長線上で、

すべて会員が参加できる態勢で行います。それぞれの仕事、生活にいそがしいことは当然

なので、メーリングリストによる参加を呼びかけ、その上で、月例で研究集会を行います。

出版社は成山堂で、４００－５００ｐを予定しています。 

メインテーマは、環境にやさしいダイビングで、サイエンス、リサーチ（プロフェッシ

ョナル）、スポーツ活動を行うこと。今年は、そのスタートです。非常に手薄な状況です。

行き届きませんが、積極的に応援いただけることを切におねがいいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         



 

 7 

スクーバダイビング・基準とマニュアル研究策定シンポジウム 

   ２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年    １２１２１２１２月月月月１２１２１２１２日日日日                会場会場会場会場：：：：船船船船のののの科学館科学館科学館科学館    オーロラホオーロラホオーロラホオーロラホール 

                           日本財団 助成事業   

10時 開演  参加 ２５７ 名 

 

 

 

                               撮影・中村雅人  
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Ⅰ  基準と標準マニュアルの発表 

  午前の部総合司会 順天堂大学順天堂大学順天堂大学順天堂大学スポーツスポーツスポーツスポーツ健康科学部教授健康科学部教授健康科学部教授健康科学部教授    河合祥雄河合祥雄河合祥雄河合祥雄        

        水中活動基準水中活動基準水中活動基準水中活動基準のののの解説解説解説解説    

       特定非営利活動法人 日本水中科学協会 代表理事 須賀次郎  

２２２２．．．．危機管理危機管理危機管理危機管理についてについてについてについて    （（（（かかわったかかわったかかわったかかわったダイビングダイビングダイビングダイビング事故事故事故事故についてのについてのについてのについての感想感想感想感想））））    

       駒澤大学駒澤大学駒澤大学駒澤大学    法学部教授法学部教授法学部教授法学部教授    松村松村松村松村    挌挌挌挌        

３３３３．．．．ＪＡＵＳＪＡＵＳＪＡＵＳＪＡＵＳプライマリープライマリープライマリープライマリーコースコースコースコース基準基準基準基準    

日本水中科学協会理事日本水中科学協会理事日本水中科学協会理事日本水中科学協会理事    久保彰良久保彰良久保彰良久保彰良        

     

Ⅱ マニュアル例の発表 

午後午後午後午後のののの部部部部    総合司会総合司会総合司会総合司会    筑波大学人間総合科学研究科筑波大学人間総合科学研究科筑波大学人間総合科学研究科筑波大学人間総合科学研究科    教授教授教授教授    吉田章吉田章吉田章吉田章    

４４４４．．．．サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビング    マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル        

       早稲田大学先進理工学部早稲田大学先進理工学部早稲田大学先進理工学部早稲田大学先進理工学部    准教授准教授准教授准教授    中尾洋一中尾洋一中尾洋一中尾洋一    

５５５５，，，，大学大学大学大学ののののダイビングクラブダイビングクラブダイビングクラブダイビングクラブ活動活動活動活動マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル            

    学習院大学学習院大学学習院大学学習院大学    ダイビングクラブダイビングクラブダイビングクラブダイビングクラブ監督監督監督監督    宮崎雅博宮崎雅博宮崎雅博宮崎雅博    

６６６６，，，，竜泉洞竜泉洞竜泉洞竜泉洞（（（（岩手岩手岩手岩手））））地底湖地底湖地底湖地底湖へのへのへのへの潜水潜水潜水潜水            

    日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会    理事理事理事理事    久保彰良久保彰良久保彰良久保彰良     

７７７７．．．．日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおけるセルフダイビングセルフダイビングセルフダイビングセルフダイビングのののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題        

  jausjausjausjausセルフセルフセルフセルフ・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビング研究会研究会研究会研究会    吉田俊雄吉田俊雄吉田俊雄吉田俊雄        

        ⅢⅢⅢⅢ    潜水医学潜水医学潜水医学潜水医学についてについてについてについて    

        ８８８８，，，，    レジャータイバーレジャータイバーレジャータイバーレジャータイバーをををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした減圧症減圧症減圧症減圧症のののの発症誘因発症誘因発症誘因発症誘因のののの検討検討検討検討    

                            株式会社株式会社株式会社株式会社オルトメディコオルトメディコオルトメディコオルトメディコ                椎塚詰仁椎塚詰仁椎塚詰仁椎塚詰仁        

９９９９．．．．    調査調査調査調査・・・・科学潜水科学潜水科学潜水科学潜水とととと減圧症減圧症減圧症減圧症    

                            東京医科歯科大東京医科歯科大東京医科歯科大東京医科歯科大    高気圧治療部高気圧治療部高気圧治療部高気圧治療部                外川誠一外川誠一外川誠一外川誠一    

    １０１０１０１０．．．．    ダイビングダイビングダイビングダイビング後後後後のののの航空機搭乗航空機搭乗航空機搭乗航空機搭乗とととと減圧症減圧症減圧症減圧症        ――――パラオダイビングパラオダイビングパラオダイビングパラオダイビングのののの場合場合場合場合――――    

    駒沢女子大学人間健康学部駒沢女子大学人間健康学部駒沢女子大学人間健康学部駒沢女子大学人間健康学部            教授教授教授教授        芝山芝山芝山芝山    正治正治正治正治            

    １１１１１１１１．．．．    潜水医学潜水医学潜水医学潜水医学についてのについてのについてのについてのパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    

        

        祝辞祝辞祝辞祝辞        社会社会社会社会スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンタースポーツセンター                                        瀬田芳博瀬田芳博瀬田芳博瀬田芳博    

                            日本海洋日本海洋日本海洋日本海洋レジャーレジャーレジャーレジャー安全安全安全安全・・・・振興協会振興協会振興協会振興協会            日高日高日高日高秀希秀希秀希秀希    

  

Ⅳ  併催  調査撮影カメラ ワークショップ 

日本水中科学協会理事  後藤道夫 
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編成 手順・フリーフィング

・役割分担 ロスト・レスキュー

基準：バディ
システム

 水中活動基準水中活動基準水中活動基準水中活動基準（（（（２０１１２０１１２０１１２０１１））））；；；；解説解説解説解説    

                        特定非営利活動法人日本水中科学協会特定非営利活動法人日本水中科学協会特定非営利活動法人日本水中科学協会特定非営利活動法人日本水中科学協会    代表理事代表理事代表理事代表理事    須賀次郎須賀次郎須賀次郎須賀次郎、、、、                        

はじめにはじめにはじめにはじめに    

JAUS では、発足のひとつの目標が、活動基準の策定でしたから、およそ 1 年間かけて基準

をつくりました。 http://jaus.jp/ にプロトタイプ基準として発表されています。プロトタイプ

も、基準とマニュアルを分離したコンセプトで作られていますが、それでも、分野、地域、目標、

組織の形態などによって、それぞれ定められるマニュアルの領域に踏み込みすぎて居ます。 

再度、基準、細則、マニュアルの別を分けて、くみ立て直しました。 

この解説では、中心になる基準とその周辺の技術と問題点を述べて、マニュアル研究の方向を示

そうと試みました。 

 

１１１１．．．．    総則総則総則総則    

    

１１１１－－－－１１１１    「「「「日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会のののの活動基準活動基準活動基準活動基準はははは、、、、会員会員会員会員がががが互互互互いのいのいのいの安全安全安全安全のためにのためにのためにのために守守守守るるるる

約束約束約束約束であるであるであるである。」。」。」。」    

• 不特定多数の人に基準（約束）を守ってもらうためには、国が定める法律と法律に

準拠した規則が必要である。 

• 日本水中科学協会の基準は会員の範囲で守る約束である。 

 

１１１１－－－－２２２２    「「「「基準各主題基準各主題基準各主題基準各主題についてについてについてについて、、、、実施実施実施実施にあたってにあたってにあたってにあたって、、、、必要必要必要必要があればがあればがあればがあれば細則細則細則細則がががが定定定定めめめめ

られるられるられるられる。。。。基準基準基準基準とととと細則細則細則細則にににに従従従従ってってってって、、、、各分野各分野各分野各分野、、、、実施実施実施実施するするするする地域地域地域地域、、、、のののの状況状況状況状況、、、、海況海況海況海況などになどになどになどに応応応応

じたじたじたじた計画計画計画計画、、、、マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（実施方法実施方法実施方法実施方法・・・・手順手順手順手順））））をををを決決決決めてめてめてめてダイビングダイビングダイビングダイビング活動活動活動活動をををを実施実施実施実施するするするする。」 

  １１１１－－－－２２２２－－－－１１１１    細則細則細則細則はははは、、、、左左左左のようにのようにのようにのように三連三連三連三連のののの表記表記表記表記でででで示示示示されるされるされるされる。。。。    

 

バディシステムを例にとると、 

３３３３－－－－５５５５「「「「活動活動活動活動にににに際際際際してはしてはしてはしては、、、、二人二人二人二人ののののダイバダイバダイバダイバ

ーーーーがががが緊密緊密緊密緊密にににに連携連携連携連携してしてしてして活動活動活動活動するするするする、、、、最最最最もももも重要重要重要重要

なななな約束約束約束約束（（（（ルールルールルールルール））））であであであでありりりり、、、、これをこれをこれをこれをバディバディバディバディ

システムシステムシステムシステムとととと呼呼呼呼ぶぶぶぶ。。。。」」」」が、基準であり、基準

を守るために、編成はどうするか、その

中での役割分担をどうするか、ダイビン

グ前のブリーフィングとか、その時の手

順をどうするか、もし見失った場合にど

うするのか、レスキューはどうする、などなどが細則になる。 
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☆☆☆☆マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルとはとはとはとは    

最近発表されようとしている沖縄県ダイビング安全対策行動指針は、沖縄県のダイビン

グショップがどのようにサービスをするべきかのサービスマニュアルであり、ローカルル

ールとも言える。発表される学習院大学の活動マニュアルは、活動全体をコントロールす

るマニュアルである。サイエンス・ダイビングで、訓練生をチームに入れて、マークライ

ンとゴムボートを使った安全度を高めるマニュアル、これらは行動マニュアルである。 

• プライマリープログラムは、トレーニングマニュアルである。 

• 龍泉洞のダイビングは、特異性の強い、その場、その目標を安全に達成させるため

のマニュアルである。 

これらのマニュアルが、基準と細則と照合して整合性を満たしているかを見てゆく。ま

た逆に、有用なマニュアルがあり、それが細則と合わないようなことがあれば、安全度を

検討して、細則の方を改訂して行く場合も考えられる。 

 

１１１１－－－－３３３３「会員会員会員会員がががが実施実施実施実施しているしているしているしている、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは実施実施実施実施しようとしているしようとしているしようとしているしようとしているマニュアルマニュアルマニュアルマニュアル、、、、

ローカルルールールローカルルールールローカルルールールローカルルールールはははは、、、、成文化成文化成文化成文化されたものであればされたものであればされたものであればされたものであれば、、、、基準基準基準基準にににに合致合致合致合致するかするかするかするか否否否否かをかをかをかを

検討検討検討検討しししし、、、、危機管理危機管理危機管理危機管理にににに耐耐耐耐えうるものであればえうるものであればえうるものであればえうるものであれば採用採用採用採用するするするする。」。」。」。」    

    １１１１－－－－３３３３－－－－１１１１    既製既製既製既製ののののマニマニマニマニュアルュアルュアルュアルがががが基準基準基準基準とととと合致合致合致合致しないしないしないしない場合場合場合場合にはにはにはには、、、、改正改正改正改正をををを要求要求要求要求するするするする。。。。    

１１１１－－－－３３３３－－－－２２２２    「「「「基準基準基準基準はははは固定固定固定固定したものではなくしたものではなくしたものではなくしたものではなく、、、、マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルからのからのからのからのボトムアップボトムアップボトムアップボトムアップ、、、、

研究会研究会研究会研究会のののの成果成果成果成果、、、、アクシデントアクシデントアクシデントアクシデント例例例例などによってなどによってなどによってなどによって改訂改訂改訂改訂されされされされ、、、、毎年度新毎年度新毎年度新毎年度新しいものがしいものがしいものがしいものが発表発表発表発表

されるされるされるされる。。。。    

１１１１－－－－４４４４「「「「基準基準基準基準・・・・細則細則細則細則のののの改訂改訂改訂改訂はははは、、、、各研究会各研究会各研究会各研究会、、、、実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会においてにおいてにおいてにおいて提示提示提示提示されされされされ、、、、検検検検

討討討討しししし、、、、理事会理事会理事会理事会がががが定定定定めるめるめるめる。」。」。」。」    

１１１１－－－－５５５５「「「「JAUSJAUSJAUSJAUS ではではではでは、、、、各分野各分野各分野各分野ごとのごとのごとのごとの公式公式公式公式マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルをををを参考資料参考資料参考資料参考資料としてとしてとしてとして作成作成作成作成すすすす

るるるる。」。」。」。」    

 

メンバーそれぞれが、自分のダイビングで使っているようなマニュアル、それは、経験

の文章化、ノウハウの文章化したものであるかもしれないが、それらを研究して、最大公

約数をまとめて、公式マニュアルにまとめてゆく。 

 

２２２２．．．．    責任責任責任責任とととと判断判断判断判断    

    

２２２２－－－－１１１１「「「「JAUSJAUSJAUSJAUS 会員会員会員会員はははは、、、、水中活動水中活動水中活動水中活動においてにおいてにおいてにおいて、、、、自分自分自分自分のののの責任責任責任責任でででで自分自分自分自分をををを守守守守りりりり、、、、バデバデバデバデ

ィィィィ、、、、およびおよびおよびおよびチームチームチームチームののののダイバーダイバーダイバーダイバーのののの安全安全安全安全についてについてについてについて、、、、出来出来出来出来るだけのるだけのるだけのるだけの努力努力努力努力をするをするをするをする。」。」。」。」    
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厳しい自然の中に身を置いて、対決する活動は、登山、水中活動、ヨットなど小さいボ

ートによる航海、科学的な目標を追求する探検、未知の領域の探査、いずれも命を落とす

可能性がある。それらの活動のうちで、ダイビングは、自分の意志で危険をコントロール

できる部分が大きい。それだけに、真剣に、真摯に自然を受け止めて、自分の責任と判断

で行動することによって、安全性を高めることができる。 

JAUS会員でなくても自分の責任で自分を守ることは当然であるはずだが、水中という厳

しい環境では、助け合わなければ生きることができない状況が多々起こる。一方、遊びに

せよ仕事にせよ、スクーバの本質は自立である。その二律背反も自力で、自分の責任で解

決しなければならない。ある程度の知識・技能を持たなければできることではない。 

 

２２２２－－－－２２２２「「「「自己責任自己責任自己責任自己責任はははは、、、、強制強制強制強制されるべきものではなくされるべきものではなくされるべきものではなくされるべきものではなく、、、、自分自分自分自分のののの責任責任責任責任でででで採択採択採択採択するするするする

ものであるものであるものであるものである。」。」。」。」    

技能を確認せずに自己責任を強制すれば、殺人に等しいかもしれない。強制はできない。

インストラクターは、自己責任を認めないダイバーの安全管理を行うわけだから、その責

任は重大である。 

 

３３３３．．．．水中活動水中活動水中活動水中活動のののの分野分野分野分野    

    

３３３３－－－－１１１１    「「「「本基準本基準本基準本基準でいうでいうでいうでいう水中活動水中活動水中活動水中活動とはとはとはとは、、、、スクーバスクーバスクーバスクーバ、、、、あるいはあるいはあるいはあるいはスキンダイビンスキンダイビンスキンダイビンスキンダイビン

ググググでででで、、、、目的目的目的目的、、、、目標目標目標目標をををを持持持持ってってってって、、、、海海海海あるいはあるいはあるいはあるいは陸水陸水陸水陸水のののの水中水中水中水中でででで行行行行うううう活動活動活動活動でありでありでありであり、、、、日本水日本水日本水日本水

中科学協会中科学協会中科学協会中科学協会ではではではでは、、、、これをこれをこれをこれをスポーツスポーツスポーツスポーツ、、、、サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス、、、、プロフェッショナルプロフェッショナルプロフェッショナルプロフェッショナルのののの三三三三つのつのつのつの

分野分野分野分野にににに分分分分けるけるけるける。」。」。」。」    

    

３３３３－－－－２２２２    スポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビング    

    「「「「スポーツスポーツスポーツスポーツとしてとしてとしてとして行行行行われるわれるわれるわれる水中活動水中活動水中活動水中活動でありでありでありであり、、、、サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス、、、、プロフェッシプロフェッシプロフェッシプロフェッショナョナョナョナ

ルルルル以外以外以外以外のすべてがのすべてがのすべてがのすべてが含含含含まれるまれるまれるまれる。」。」。」。」    

    

    ☆☆☆☆スポーツスポーツスポーツスポーツとはとはとはとは    

ウィキペディアによれば、「スポーツスポーツスポーツスポーツ（英: sport）は、人間が考案した施設や技術、

ルールに則って営まれる、遊戯・競争・肉体鍛錬の要素を含む身体を使った行為で

あり、競技として勝敗や記録を主な目的として行う場合はチャンピオンスポーツチャンピオンスポーツチャンピオンスポーツチャンピオンスポーツ、

遊戯的な要素を持つ場合（楽しむ事や体を動かす事を主の目的として行う場合）は

レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーションスポーツスポーツスポーツスポーツと呼ぶこともある。 
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 スポーツの概念と役割 田川豪太 によれば、 

１９６８年の国際スポーツ・体育評議会（ＩＣＳＰＥ）による定義 

 「スポーツとは、〈プレイの性格を持ち、自己または他人との競争、あるいは自然の障害

との対決を含む運動〉である（１）」 

この定義を採用すれば、探検的なエキスペディション・ダイビングもスポーツに含める

ことができる。登山などもここに位置する。 

 

３３３３－－－－２２２２－－－－１１１１        スポーツスポーツスポーツスポーツダイビングダイビングダイビングダイビングのののの内容内容内容内容によるによるによるによる分類分類分類分類    

    ①①①①レジャーレジャーレジャーレジャー＆＆＆＆レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーション    

    ②②②②スポーツスポーツスポーツスポーツ    

    ③③③③エキスペディションエキスペディションエキスペディションエキスペディション    

    ④④④④目標目標目標目標をををを持持持持つつつつスポーツダイビングスポーツダイビングスポーツダイビングスポーツダイビング    

    

１．レジャー＆レクリエーション 

 特に目標を定めない、楽しみのためのダイビング。 

 ２．スポーツ 

 人格の育成、トレーニングによる心身の発育を目指す。 

３．エキスペディション 

a, サイエンティフィックな探検もスポーツダイバーと協同・協力して行うことができ

る。 

b. 探検的要素のあるスポーツダイビングとして学生クラブの遠征、洞窟潜水、沈船ダ

イビングなどがある。 

c  テレビのドキュメンタリー番組は、ほとんどすべてエキスペディション である。 

４．目標を持つスポーツダイビング 

a 水中撮影（プロを除く） 

セルフ・ダイビングを行う可能性が高い。 

  b  環境保全活動 

スポーツダイバーの環境保全活動も盛んにおこなわれるようになったが、一般に、

自己責任は確立していない。 

 

３３３３－－－－３３３３    サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビング    

「「「「サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビングとはとはとはとは、、、、研究機関研究機関研究機関研究機関、、、、リサーチリサーチリサーチリサーチ機関機関機関機関、、、、教育機関教育機関教育機関教育機関などのなどのなどのなどの

研究者研究者研究者研究者およびおよびおよびおよび従事者従事者従事者従事者がががが、、、、科学的科学的科学的科学的なななな調査作業調査作業調査作業調査作業をををを行行行行うためのうためのうためのうための水中活動水中活動水中活動水中活動でありでありでありであり、、、、科学科学科学科学

のののの進歩進歩進歩進歩のためにのためにのためにのために行行行行われるものであるわれるものであるわれるものであるわれるものである。」。」。」。」    

    これは、AAUS の定義である。JAUS でも、この定義をサイエンス・ダイビングの定義

として採用する。 
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水中科学協会水中科学協会水中科学協会水中科学協会というというというという名前名前名前名前をををを採用採用採用採用したしたしたした理由理由理由理由    

上記の狭い定義をまずサイエンス・ダイビングと呼ぶが、スポーツダイビングもプロ

フェショナルダイビングもその

ものが科学である。 

近年は、スポーツは人間科学と

よばれることが通常になってい

る。ダイビングも水中で活動する

人間の科学に他ならない。 

当初、水中活動を三つの分野に

分けて、それぞれが全く別の活動

だと考えていた。 

プロトタイプ基準では、三つの

分野、それぞれ別の認定資格を

設定している。しかし、目的、

目標の違い、心構え、準備の違

いなどは、それぞれ大きく隔た

る部分もあるが、その基本であ

る、ダイビングに直接関連する

知識、技能、心理状態などには、

違いはほとんどない。 

  

  

基本部分は同じてあるとし

て、それぞれの分野の特性、問題点を見てゆく。 

サイエンス・ダイビングでは、研究者がダイビングを軽視していたことが、事故に繋が

っていた事例がある。 

研究者に軽視されないように、研究者にダイビングの基本を理解してもらい、水中活動

を研究者を巻き込んだ文化にして行きたい。 

 

各分野の技能水準を比較して見ると、プロが一番高いのは当然として、サイエンス・ダ

イバーが最も低い。技能の高低は、ダイビングを行う日数の多少に比例しているわけで、

サイエンス・ダイバーが最も経験日数が少なく、かつ、全くトレーニングをしない。 

 

サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビングととととスポーツスポーツスポーツスポーツ・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビング    

スポーツダイバーが、プロの研究者と共通の資格・基準を持って一緒に潜水することで、 

スポーツ

プロ
フェッショ
ナル

サイエン
ス

•プロ級の研究者もいるが少数

•言うまでもなくレベルは高い。

プロフェッ
ショナル

•数十年のキャリアから、数日のキャリ
アまでさまざま・スポーツ

•レクリエーションの初心者のレベルよ
りも低い人が少なくない

サイエン
ス



 14 

    

    

４４４４－－－－１１１１    講習講習講習講習 

    「「「「未知未知未知未知であるであるであるである知識知識知識知識やややや技能技能技能技能をををを教教教教えるためにえるためにえるためにえるために期間期間期間期間をををを限定限定限定限定してしてしてして行行行行うううう。。。。技能技能技能技能・・・・実技実技実技実技のののの

講習講習講習講習はははは、、、、指導者指導者指導者指導者（（（（アシスタントアシスタントアシスタントアシスタントをををを含含含含むむむむ））））がががが直接管理直接管理直接管理直接管理してしてしてして行行行行うううう。」。」。」。」    

４４４４－－－－１１１１－－－－１１１１    「「「「CCCC カードカードカードカードをををを持持持持たないたないたないたない会員会員会員会員のののの講習講習講習講習はははは、、、、担当担当担当担当するするするするインストラクターインストラクターインストラクターインストラクターがががが、、、、各各各各

自所属自所属自所属自所属するするするする指導団体指導団体指導団体指導団体のののの方式方式方式方式でででで講習講習講習講習をををを行行行行いいいい当該団体当該団体当該団体当該団体のののの CCCCカードカードカードカードをををを発行発行発行発行するするするする。」。」。」。」    

    

４４４４－－－－２２２２    トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング    

４４４４－－－－２２２２－－－－１１１１    「「「「CCCC カードカードカードカードをををを保持保持保持保持するするするする訓練生訓練生訓練生訓練生はははは、、、、習熟習熟習熟習熟トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングとととと保護管理保護管理保護管理保護管理のもとでののもとでののもとでののもとでの活活活活

動経験動経験動経験動経験をををを積積積積みみみみ、、、、知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能がががが確認確認確認確認されればされればされればされれば、、、、技能確認証技能確認証技能確認証技能確認証（（（（VerificationVerificationVerificationVerification    cardcardcardcard：：：：VVVV カードカードカードカード））））

をををを受受受受けることがでけることがでけることがでけることができききき、、、、日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会のののの規定規定規定規定するするするする分野分野分野分野のののの一般的一般的一般的一般的なななな活動活動活動活動をををを自己責任自己責任自己責任自己責任でででで行行行行うううう

ことがことがことがことが出来出来出来出来るるるる活動活動活動活動ダイバーダイバーダイバーダイバー（（（（Active Diver Active Diver Active Diver Active Diver ））））となるとなるとなるとなる。。。。    

４４４４－－－－２２２２－－－－２２２２    「「「「トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングはははは、、、、細則細則細則細則にににに定定定定めるめるめるめる達成基準達成基準達成基準達成基準、、、、維持基準維持基準維持基準維持基準、、、、安全基準安全基準安全基準安全基準にににに従従従従ってってってってママママ

ニュアルニュアルニュアルニュアルをををを作成作成作成作成してしてしてして行行行行うううう。」。」。」。」    

４４４４－－－－２２２２－－－－３３３３    「「「「達成基準達成基準達成基準達成基準：：：：認定認定認定認定のためにのためにのためにのために達成達成達成達成しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない基準基準基準基準」」」」    

時間が限られている講習では、達成できなければならない技術を習得することが困難で

あろう。立派なプログラムでも達成できなければ安全確保の役に立たない。技能確認プロ

グラム（EX.プライマリープログラム）とは、達成すべきトレーニングのプログラムでもあ

る。講習では、達成基準を確認するトレーニングを行い、訓練生は習熟のためにトレーニ

ングを続け、保護管理の下での経験を積んで、技能確認証（Ｖerification card：Vカード）

に到達する。 

４４４４－－－－２２２２－－－－４４４４    「「「「維持基準維持基準維持基準維持基準：：：：技能技能技能技能とととと身体能力身体能力身体能力身体能力をををを維持維持維持維持しししし、、、、健康健康健康健康をををを保保保保つつつつ基準基準基準基準。」。」。」。」    

ダイビングを行っている間は、ダイビングを休止していても必要な身体能力は維持して

いなければならない。そのためのトレーニングである。 

また、生涯にわたって、健康を維持するためにもトレーニングは必須である。どのよう

なトレーニングをするべきかの基準である。 

それぞれ、置かれた環境に対応したマニュアルを作って実施する。 

４４４４－－－－２２２２－－－－５５５５    「「「「安全基準安全基準安全基準安全基準：：：：①―④①―④①―④①―④    にににに該当該当該当該当するするするする危険危険危険危険ななななトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングはははは、、、、行行行行わないわないわないわない。。。。」」」」    

①①①① 肺肺肺肺のののの圧外傷圧外傷圧外傷圧外傷（（（（空気塞栓症空気塞栓症空気塞栓症空気塞栓症））））のののの可能性可能性可能性可能性のあるのあるのあるのある垂直方向垂直方向垂直方向垂直方向へのへのへのへのトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング、、、、    

②②②② 失神失神失神失神のののの可能性可能性可能性可能性のあるのあるのあるのある息息息息こらえこらえこらえこらえトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング、、、、    

③③③③ 限度限度限度限度をををを越越越越えたえたえたえた耐久力耐久力耐久力耐久力テストテストテストテスト及及及及びびびびトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング    

④④④④ 管理者管理者管理者管理者のののの目目目目がががが離離離離れれれれるるるる可能性可能性可能性可能性のあるのあるのあるのあるトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング。。。。    

※※※※    訓練生訓練生訓練生訓練生（（（（後後後後にににに定義定義定義定義））））ののののトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングはははは、、、、自主管理自主管理自主管理自主管理、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは遠隔管理遠隔管理遠隔管理遠隔管理はははは認認認認めらめらめらめら    

れないれないれないれない。。。。    

 



 15 

 講習中、あるいはトレーニング中に事故など起こりえない態勢でおこなわなければなら

ないのだが、それでも、講習中、トレーニング中の事故は、幾度か起こっている。 

 

４４４４－－－－３３３３    活動活動活動活動    

４４４４－－－－３３３３－－－－１１１１    バディシステムバディシステムバディシステムバディシステム 

    「「「「二人二人二人二人ののののダイバーダイバーダイバーダイバーがががが緊密緊密緊密緊密にににに連携連携連携連携してしてしてして活動活動活動活動するするするする、、、、最最最最もももも重要重要重要重要なななな約束約束約束約束（（（（ルールルールルールルール））））であるであるであるである。」。」。」。」    

①①①① 手順手順手順手順とととと動作動作動作動作をををを細細細細かくかくかくかく決決決決めてめてめてめて実行実行実行実行するするするする。。。。    

②②②② バディチェックバディチェックバディチェックバディチェックとととと水中水中水中水中でのでのでのでの相対的相対的相対的相対的なななな位置取位置取位置取位置取りをりをりをりを決決決決めてめてめてめて実施実施実施実施するするするする。。。。    

③③③③ 役割分担役割分担役割分担役割分担をををを決決決決めてめてめてめて実施実施実施実施するするするする。。。。フォロアーフォロアーフォロアーフォロアーはははは、、、、絶対的絶対的絶対的絶対的にににに追従追従追従追従するするするする。。。。    

④④④④ レスキューレスキューレスキューレスキュー時時時時のののの行動行動行動行動をををを定定定定めてめてめてめて置置置置くくくく。。。。    

    

事故例のおよそ７０％は、バディが崩れて、一人になっている時に起こっている。 

活動マニュアルは、あらゆる事態に対応してバディシステムを維持する方策（ノウハウ）

を文書化したものであると言ってもまちがいではない。 

 バディシステムの実施には、ソロ・ダイビングの研究が不可欠である。 

 

４４４４－－－－３３３３－－－－２２２２    ユニットユニットユニットユニット    

    「「「「一一一一つのつのつのつのバディバディバディバディにににに一人一人一人一人のののの監視監視監視監視、、、、二二二二つのつのつのつのバディバディバディバディにににに一人一人一人一人のののの監視監視監視監視をををを置置置置くくくく編成編成編成編成ををををユニットユニットユニットユニットとととと呼呼呼呼ぶぶぶぶ。」。」。」。」    

    

実際のダイビングでは、初心者（訓練生）の保護管理、水中作業など、3人、5人のチー

ムが形成されることが多い。バディシステムは、インストラクターとかガイドダイバーが

付き添わない、セルフ・ダイビングの場合がむしろ多く。ツアーダイビングなど、一般の

レクリェーションダイビングでも、リサーチダイビングでも、3人、5 人のチームで行動す

ることが多い。チームと呼ぶよりは、ユニット（単位）とした方が、有機的なつながりが

感じられるので、ユニットという言葉を採用した。 

※６人、三つ以上のバディは、ユニットとして機能しない。また、監視の居ない４人、

二つのバディは、二つのバディであり、ユニットではなりにくい。 

 

 ４４４４－－－－３３３３－－－－３３３３    「「「「インストラクターインストラクターインストラクターインストラクターをををを含含含含めてめてめてめて３３３３人人人人、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは５５５５人人人人ののののユニットユニットユニットユニットでででで潜水潜水潜水潜水するするするする

場合場合場合場合、、、、もしももしももしももしも一人一人一人一人にににに不都合不都合不都合不都合がががが起起起起きたきたきたきた場合場合場合場合にはにはにはには、、、、直直直直ちにちにちにちにユニットユニットユニットユニット全員全員全員全員でででで浮上浮上浮上浮上しししし帰投帰投帰投帰投するするするする。。。。ユユユユ

ニットニットニットニットをををを分分分分けてはいけないけてはいけないけてはいけないけてはいけない。」。」。」。」    

    

二人のダイバー、バディを一人のインストラクターが付き添ってトレーニングしていた

場合、一人の具合が悪くなって、浮上しようとした。それに付き添ってインストラクター

が浮上して、水面で安全確保した。置き去りにした一人を見にゆくと、事故が起こって亡

くなってしまった。あるいは行方不明になった。古典的な事故のケースである。決して一
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人にして、置き去りにしてはいけない。一緒に浮上する。急浮上の問題もあるが、それで

も一緒に浮上する。減圧症などは、後の治療で治る。 

 

４４４４－－－－３３３３－－－－４４４４        グループグループグループグループ    

「「「「１０１０１０１０人以上人以上人以上人以上ののののダイバーダイバーダイバーダイバーがががが連携連携連携連携してしてしてしてスクーバスクーバスクーバスクーバ活動活動活動活動をををを行行行行うううう形形形形ををををグループグループグループグループとととと呼呼呼呼ぶぶぶぶ。」。」。」。」    

 

グループの例としては、スポーツダイビングでは、一般ダイビングクラブ、職場の同好

会、学生のダイビングクラブ、サイエンス・ダイビングでは、研究室、プロフェッショナ

ルダイビングでは、会社、などがある。 

事故報告の形の一つにグループというタイトルが出てくるが、これは組織化されたグル

ープを意味するものではなくて、ダイビングショップが直接にかかわらないダイバーたち

を意味しているようだ。 

 

４４４４－－－－３３３３－－－－５５５５        ソロソロソロソロ・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビング        

    「「「「水水水水にににに入入入入るるるるエントリーエントリーエントリーエントリーからからからから、、、、水水水水からからからから出出出出るるるるエキジットエキジットエキジットエキジットまでまでまでまで、、、、自分自分自分自分のののの意志意志意志意志でででで単独単独単独単独でででで行動行動行動行動するするするする

ダイビングダイビングダイビングダイビングををををソロソロソロソロ・・・・ダイビングダイビングダイビングダイビングとととと呼呼呼呼ぶぶぶぶ。」。」。」。」 

    ※ソロ・ダイビングを行ってよい資格、安全確保の手段について、別に研究し規定する。 

 ※次回のシンポジウムの一つのテーマである。 

 

５５５５．．．．管理体制管理体制管理体制管理体制    

５５５５－－－－１１１１    「「「「水中活動水中活動水中活動水中活動というというというという危険危険危険危険なななな活動活動活動活動をををを安全安全安全安全にににに行行行行うためにはうためにはうためにはうためには、、、、明確明確明確明確なななな管理体管理体管理体管理体

制制制制がががが必要必要必要必要であるであるであるである。」。」。」。」    

５５５５－－－－２２２２    「「「「管理管理管理管理をををを行行行行うううう者者者者はははは、、、、基準基準基準基準のののの遵守遵守遵守遵守とととと管理体制管理体制管理体制管理体制のののの維持維持維持維持についてについてについてについて努力努力努力努力するするするする

がががが、、、、水中水中水中水中でのでのでのでの活動活動活動活動についてのについてのについてのについての結果結果結果結果はすべてはすべてはすべてはすべて個個個個々々々々のののの責任責任責任責任であるであるであるである。」。」。」。」    

• ※管理者とは、クラブの会長、大学クラブの顧問の先生、研究室の主催者などであ

る。 

• ※これまで、管理者とメンバーそれぞれが負うべき責任分担が明確でなかった。安

全管理者、責任者と言えば、すべての責任が管理者にかかるというのが日本ダイビ

ング社会の通念であった。管理責任と実施の責任、個人の責任を明確に分けなかっ

たことが、事故を招いている。 

•  

５５５５－－－－３３３３    管理者管理者管理者管理者    

５５５５－－－－３３３３－－－－１１１１    「「「「管理者管理者管理者管理者ががががコーチコーチコーチコーチのののの資格資格資格資格をををを持持持持っていないっていないっていないっていない場合場合場合場合にはにはにはには、、、、必必必必ずずずず別別別別ににににコーチコーチコーチコーチをををを置置置置くくくく。」。」。」。」    

５５５５－－－－３３３３－－－－２２２２「「「「コーチコーチコーチコーチ（（（（セフティオフィサーセフティオフィサーセフティオフィサーセフティオフィサー））））についてはについてはについてはについては別別別別にににに資格基準資格基準資格基準資格基準をををを定定定定めるめるめるめる。」。」。」。」    
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５５５５－－－－４４４４        直接管理直接管理直接管理直接管理とととと間接管理間接管理間接管理間接管理    

５５５５－－－－４４４４－－－－１１１１    「「「「直接管理直接管理直接管理直接管理とはとはとはとは、、、、管理者管理者管理者管理者がががが被管理者被管理者被管理者被管理者とととと一緒一緒一緒一緒にににに水中水中水中水中にありにありにありにあり、、、、救助可能救助可能救助可能救助可能なななな状態状態状態状態

であることをいうであることをいうであることをいうであることをいう。。。。目目目目をををを離離離離してはいけないししてはいけないししてはいけないししてはいけないし、、、、もちろんもちろんもちろんもちろん一人一人一人一人にしてはいけないにしてはいけないにしてはいけないにしてはいけない。」。」。」。」    

５５５５－－－－４４４４－－－－２２２２        「「「「訓練生訓練生訓練生訓練生のののの潜水活動潜水活動潜水活動潜水活動はははは直接管理直接管理直接管理直接管理がががが要求要求要求要求されるされるされるされる。。。。」」」」    

５５５５－－－－４４４４－－－－３３３３    「「「「間接管理間接管理間接管理間接管理とはとはとはとは、、、、状況状況状況状況をををを見見見見てててて適切適切適切適切なななな指示指示指示指示がががが出出出出せるせるせるせる状態状態状態状態をいうをいうをいうをいう。。。。水面水面水面水面にににに居居居居てててて

監視監視監視監視しているようなしているようなしているようなしているような状況状況状況状況であるであるであるである。。。。常常常常にににに救助救助救助救助ができるができるができるができる体制体制体制体制をををを整整整整えておくえておくえておくえておく。」。」。」。」    

    

５５５５－－－－８８８８    遠隔管理遠隔管理遠隔管理遠隔管理        

「「「「計画計画計画計画についてについてについてについて、、、、報告報告報告報告をををを受受受受けてけてけてけて適否適否適否適否をををを判断判断判断判断しししし、、、、許可許可許可許可をををを与与与与えるえるえるえる。。。。」」」」    

    

６６６６．．．．知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能のののの確認確認確認確認    

６６６６－－－－１１１１    活動活動活動活動ダイバーダイバーダイバーダイバー（（（（Active Diver Active Diver Active Diver Active Diver ））））    

    「「「「所定所定所定所定のののの研修研修研修研修をををを受受受受けてけてけてけて、、、、技能技能技能技能をををを確認確認確認確認されたされたされたされたダイバーダイバーダイバーダイバー、、、、もしくはもしくはもしくはもしくは、、、、下記下記下記下記 A,BA,BA,BA,B・・・・・・・・・・・・

ののののダイビングダイビングダイビングダイビング経験経験経験経験がありがありがありがあり、、、、検定検定検定検定をををを受受受受けてけてけてけて、、、、必要最小限度必要最小限度必要最小限度必要最小限度のののの技能技能技能技能があることをがあることをがあることをがあることを示示示示

しししし、、、、自立自立自立自立してすべてのしてすべてのしてすべてのしてすべてのダイビングダイビングダイビングダイビング活動活動活動活動をををを自己責任自己責任自己責任自己責任でででで行行行行えるえるえるえるダイバーダイバーダイバーダイバーをををを活動活動活動活動ダイダイダイダイ

バーバーバーバー（（（（Active Diver Active Diver Active Diver Active Diver ））））とととと呼呼呼呼ぶぶぶぶ。。。。技能確認技能確認技能確認技能確認をををを証明証明証明証明するするするする証証証証としてとしてとしてとして、、、、技能確認証技能確認証技能確認証技能確認証（Ｖ（Ｖ（Ｖ（Ｖ

erificationerificationerificationerification    cardcardcardcard：：：：VVVVカードカードカードカード））））がががが発行発行発行発行されるされるされるされる。」。」。」。」    

    AAAA    : : : : 各指導団体各指導団体各指導団体各指導団体のののの上級以上上級以上上級以上上級以上のののの資格保持者資格保持者資格保持者資格保持者    

    BBBB    ：：：：１０１０１０１０年以上年以上年以上年以上ののののダイビングダイビングダイビングダイビング経験経験経験経験    

    

６６６６－－－－２２２２    訓練生訓練生訓練生訓練生（（（（Trainee)Trainee)Trainee)Trainee) 

「「「「JAUSJAUSJAUSJAUS のののの会員会員会員会員（（（（活動会員活動会員活動会員活動会員でででで可可可可））））でありでありでありであり、、、、一般一般一般一般にににに認知認知認知認知されているされているされているされている指導団体指導団体指導団体指導団体のののの CCCC

カードカードカードカードをををを保持保持保持保持しているがしているがしているがしているが、、、、活動活動活動活動ダイバーダイバーダイバーダイバーのののの資格資格資格資格をををを得得得得ていないていないていないていない初心者初心者初心者初心者ダイバーダイバーダイバーダイバーをををを

言言言言いいいい、、、、保護管理保護管理保護管理保護管理がががが必要必要必要必要であるであるであるである。」。」。」。」    

    

• ※ C カード講習中の初心者は講習生、C カードを取得して訓練中の初心者を訓練

生と呼ぶ。 

• 保護管理を行うコーチおよびリーダーは、直接管理を行い、訓練生から眼を離して

はいけない。また、その時の透視度など周囲の海況に応じて、ただちに救助ができ

る間隔を維持する。  

 

ダイビング業界では、安全管理下の範囲について明確な基準が公表されていない。

また、賠償責任保険の及ぶ範囲も明確ではない。 
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６６６６－－－－３３３３        深度資格深度資格深度資格深度資格、、、、レスキューレスキューレスキューレスキュー、、、、リーダーリーダーリーダーリーダー資格資格資格資格などついてはなどついてはなどついてはなどついては、、、、別別別別のののの確認基確認基確認基確認基

準準準準によってによってによってによって VVVVカードカードカードカードにににに付記付記付記付記されるされるされるされる。。。。    

６６６６－－－－４４４４    VVVV カードカードカードカードはははは、、、、３３３３年毎年毎年毎年毎のののの更新更新更新更新でありでありでありであり、、、、毎年毎年毎年毎年３０３０３０３０回以上回以上回以上回以上ののののダイビングダイビングダイビングダイビング活活活活

動動動動がががが証明証明証明証明されるされるされるされる者者者者はははは、、、、簡単簡単簡単簡単なななな技能技能技能技能検定検定検定検定でででで更新更新更新更新されるがされるがされるがされるが、、、、ダイビングダイビングダイビングダイビングをををを中止中止中止中止してしてしてして

いたいたいたいた者者者者はははは、、、、新新新新たにたにたにたに研修研修研修研修をををを受受受受けなおすけなおすけなおすけなおす。。。。    

※会員資格は毎年更新する。 

６６６６－－－－５５５５    コーチコーチコーチコーチ（（（（セフティオフィサセフティオフィサセフティオフィサセフティオフィサ－）「－）「－）「－）「グループグループグループグループ、、、、チームチームチームチームのののの知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能をををを維維維維

持持持持、、、、増進増進増進増進してしてしてして、、、、事故事故事故事故をををを未然未然未然未然にににに防防防防ぐぐぐぐ役割役割役割役割をををを果果果果たすたすたすたす。」。」。」。」    

「「「「インストラクターインストラクターインストラクターインストラクターややややガイドダイバーガイドダイバーガイドダイバーガイドダイバーはははは、、、、一過性一過性一過性一過性のののの付付付付きききき合合合合いいいいだがだがだがだが、、、、コーチコーチコーチコーチはははは、、、、チームチームチームチームとととと

のののの長長長長いいいい日常的日常的日常的日常的なななな付付付付きききき合合合合いになるいになるいになるいになる。」。」。」。」 

• ※これまで、日本のスクーバダイビングには、このような役割が明確にはなかった。 

• ※クラブの会長などが、インストラクターになることが通常だったが、元来、イン

ストラクターはプロの資格であり、業界人である。 

 

６６６６－－－－５５５５－－－－１１１１    「「「「コーチコーチコーチコーチのののの資格条件資格条件資格条件資格条件はははは、、、、現在現在現在現在、Ｖ、Ｖ、Ｖ、Ｖカードカードカードカード資格資格資格資格をををを有有有有しししし、、、、以下以下以下以下のいずれかののいずれかののいずれかののいずれかの

条件条件条件条件をををを満満満満たすたすたすたす者者者者    

• ①①①①現役現役現役現役ののののインストラクターインストラクターインストラクターインストラクターであるであるであるである。。。。    

• ②１０②１０②１０②１０年以上年以上年以上年以上ののののインストラクターインストラクターインストラクターインストラクター経験経験経験経験があるがあるがあるがある。。。。    

• ③１０③１０③１０③１０年以上年以上年以上年以上ののののプロダイバープロダイバープロダイバープロダイバー経験経験経験経験があるがあるがあるがある。。。。    

• ④１０④１０④１０④１０年以上年以上年以上年以上のののの研究者研究者研究者研究者ダイバーダイバーダイバーダイバー経験経験経験経験があるがあるがあるがある。」。」。」。」    

    

    

６６６６－－－－５５５５－－－－２２２２    「「「「コーチコーチコーチコーチはははは、、、、訓練生訓練生訓練生訓練生をををを指導指導指導指導してしてしてして、、、、知識知識知識知識・・・・技能技能技能技能をををを確認確認確認確認してしてしてして技能確認証技能確認証技能確認証技能確認証

（（（（VerificationVerificationVerificationVerification    cardcardcardcard：：：：VVVVカードカードカードカード））））をををを発行発行発行発行することができるすることができるすることができるすることができる。」。」。」。」    

    

６６６６－－－－５５５５－－－－３３３３    「「「「コーチコーチコーチコーチはははは、、、、JAUSJAUSJAUSJAUS のののの会員会員会員会員でありでありでありであり、、、、研究会研究会研究会研究会にににに参加参加参加参加しししし、、、、メーリングリストメーリングリストメーリングリストメーリングリストなななな

どによりどによりどによりどにより、、、、情報情報情報情報をををを共有共有共有共有するするするする。」。」。」。」    

６６６６－－－－５５５５－－－－４４４４    「「「「ガイドダイバーガイドダイバーガイドダイバーガイドダイバー（（（（インストラクターインストラクターインストラクターインストラクター））））のののの役割役割役割役割はははは重要重要重要重要でありでありでありであり、、、、一時的一時的一時的一時的ななななココココ

ーチーチーチーチとととと考考考考えてえてえてえて、、、、チームチームチームチームをををを形成形成形成形成することができるすることができるすることができるすることができる。」。」。」。」    

    

７７７７．．．．    海況海況海況海況・・・・機材機材機材機材    

７７７７－－－－１１１１「「「「海況海況海況海況のののの判断判断判断判断についてはについてはについてはについては、、、、別別別別のののの基準基準基準基準（（（（海況判定基準海況判定基準海況判定基準海況判定基準））））とととと細則細則細則細則をををを定定定定めるめるめるめる。」。」。」。」    

７７７７－－－－２２２２「「「「ダイビングダイビングダイビングダイビング機材機材機材機材についてはについてはについてはについては、、、、別別別別のののの基準基準基準基準とととと細則細則細則細則をををを定定定定めるめるめるめる。」。」。」。」    

 

８８８８．．．．健康管理健康管理健康管理健康管理    

８８８８－－－－１１１１「「「「健康管理健康管理健康管理健康管理のののの不備不備不備不備、、、、固有固有固有固有のののの疾患疾患疾患疾患、、、、そのそのそのその他原因不明他原因不明他原因不明他原因不明のののの突然死突然死突然死突然死についてはについてはについてはについては、、、、
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すべてすべてすべてすべて本人本人本人本人のののの責任責任責任責任であるであるであるである。」。」。」。」    

    

陸上の市民マラソン大会などでは、ゴール後の突然死も珍しくはないが、大会開催者は、

緊急の手当以外に責任を問われることはない。 

命の尊厳は、第一に考えなければならないが、水中では、緊急時の救助が、二重遭難を

引き起こす可能性もある。管理基準に照らし合わせて不届きがなければ、責任を問われる

ことはない。 

 

８８８８－－－－２２２２「「「「健康管理健康管理健康管理健康管理とととと健康状況健康状況健康状況健康状況のののの申告申告申告申告はすべてはすべてはすべてはすべて本人本人本人本人のののの責任責任責任責任であるがであるがであるがであるが、、、、健康管理健康管理健康管理健康管理

についてのについてのについてのについての忠告忠告忠告忠告、、、、別別別別にににに定定定定めるめるめるめる書面書面書面書面によるによるによるによる健康状況申告健康状況申告健康状況申告健康状況申告のののの機会機会機会機会をつくることはをつくることはをつくることはをつくることは、、、、

管理者管理者管理者管理者のののの責任責任責任責任であるであるであるである。」。」。」。」    

    

マニュアルには、明確に健康状況申告の書式などの決まりを作り、メンバーには、申告

書の提出を厳しく要求しなければならない。 

 

８８８８－－－－３３３３「「「「死亡事故死亡事故死亡事故死亡事故がががが起起起起こったこったこったこった場合場合場合場合にはにはにはには、、、、死亡時死亡時死亡時死亡時画像診断画像診断画像診断画像診断（（（（Autopsy Imaging））））

などによりなどによりなどによりなどにより、、、、出来出来出来出来るるるる限限限限りりりり健康健康健康健康状況状況状況状況にににに関連関連関連関連するするするする情報情報情報情報をををを収集収集収集収集するするするする。」。」。」。」    

    

原因不明の急死は、ダイビング事故に少なくはなく、どのような手段を用いても、その

原因の解明は容易ではないが、できるだけの手段を講じなければならない。解剖などは、

遺族の同意を得ることが容易ではなく、経費もかかるが、死後画像解析であれば、可能性

が大きい。 

 

９９９９．．．．    計画計画計画計画とととと記録記録記録記録    

９９９９－－－－１１１１「「「「活動活動活動活動はははは、、、、事故事故事故事故がががが起起起起こったこったこったこった場合場合場合場合のののの処理処理処理処理をををを前提前提前提前提としてとしてとしてとして計画計画計画計画しししし、、、、計画計画計画計画はははは参参参参

加加加加メンバーメンバーメンバーメンバー全員全員全員全員にににに、、、、書類書類書類書類としてとしてとしてとして渡渡渡渡しししし、、、、かつかつかつかつ口頭口頭口頭口頭でででで説明説明説明説明（（（（フリーフィングフリーフィングフリーフィングフリーフィング））））がががが行行行行

われなくてはならないわれなくてはならないわれなくてはならないわれなくてはならない。」。」。」。」    

口頭での説明だけでは、伝達が確認できないし、書面のみでは読まれたかどうかわから

ない。簡略なものでも良いから、書面を渡し、説明を行う。 

 

９９９９－－－－２２２２    「「「「ダイビングダイビングダイビングダイビング後後後後のののの報告報告報告報告ははははマニュアルマニュアルマニュアルマニュアルにににに規定規定規定規定するするするする方法方法方法方法とととと順序順序順序順序（（（（チェッチェッチェッチェッ

クリストクリストクリストクリスト策定策定策定策定））））でででで行行行行いいいい記録記録記録記録（（（（ダイビングログダイビングログダイビングログダイビングログおよびおよびおよびおよびノートノートノートノート））））にににに残残残残すすすす。」。」。」。」    

    

    現在ダイビング界で広く行われているログ付けのログブックは、ノートであり、丁寧に

書くためには、ノートブックの使用が便利であるが、ダイビング現場では、Cカードの信用

がないために、ログブックの提示が求められる時がある。 
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 ノートとは別にエクセル等による本当のログを作成しておくべきである。伝送で送れる

し、記録の集計に便利である。 

 ※JAUSでは、エクセルのフォームを細則として、定める予定である。 

 

１０１０１０１０．．．．危機管理危機管理危機管理危機管理    

１０１０１０１０――――１１１１    「「「「緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合にはにはにはには、、、、マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルにににに定定定定めるめるめるめる方法方法方法方法とととと順序順序順序順序にににに

従従従従ってってってって、、、、正確正確正確正確にににに救急活動救急活動救急活動救急活動をををを行行行行うううう。」。」。」。」    

１０１０１０１０－－－－２２２２    「「「「事故事故事故事故がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合、、、、救助活動救助活動救助活動救助活動がががが終了終了終了終了したしたしたした後後後後、、、、潜水潜水潜水潜水がががが基準通基準通基準通基準通りにりにりにりに

行行行行われていたかわれていたかわれていたかわれていたか否否否否かをかをかをかを調査調査調査調査しししし、、、、既定既定既定既定のののの書式書式書式書式でででで協会協会協会協会にににに報告報告報告報告するするするする。。。。協会協会協会協会ではではではでは、、、、事故事故事故事故

対策委員会対策委員会対策委員会対策委員会をををを設置設置設置設置しししし、、、、事実関係事実関係事実関係事実関係をををを調査調査調査調査しししし、、、、規定規定規定規定がががが遵守遵守遵守遵守されていたかされていたかされていたかされていたか否否否否かをかをかをかを再度再度再度再度

調査調査調査調査するするするする。」。」。」。」    

１０１０１０１０－－－－３３３３    「「「「事故事故事故事故のののの状況状況状況状況、、、、調査結果調査結果調査結果調査結果についてはについてはについてはについては、、、、会員会員会員会員にににに限定限定限定限定してしてしてして報告報告報告報告するするするする。。。。訴訴訴訴

訟訟訟訟がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合にはにはにはには、、、、事故対策委員会事故対策委員会事故対策委員会事故対策委員会でででで対応対応対応対応しししし、、、、そのそのそのその経過経過経過経過とととと結果結果結果結果についてはについてはについてはについては、、、、

報告書報告書報告書報告書をををを作成作成作成作成してしてしてして公表公表公表公表するするするする。」。」。」。」    

１０１０１０１０－－－－４４４４    「「「「事故事故事故事故についてのについてのについてのについての訴訟訴訟訴訟訴訟はははは、、、、そのそのそのその後後後後、、、、同様同様同様同様なななな事故事故事故事故をををを起起起起こさないためにこさないためにこさないためにこさないために

もももも、、、、出来出来出来出来るだけるだけるだけるだけ多多多多くのくのくのくの会員会員会員会員がががが傍聴傍聴傍聴傍聴しししし、、、、そのそのそのその結果結果結果結果をををを基準基準基準基準にににに反映反映反映反映させるさせるさせるさせる。」。」。」。」    

    

これまで、幾多のダイビング事故で、訴訟が起こっている。事故原因の納得が行く究明は、

法廷での判決、もしくは示談、以外には得られないからであろう。 

これまでに起こったいくつかの訴訟を念頭において、基準と細則を作成しているが、これ

までに起こった訴訟の記録を全てみているわけではない。弁護士である松村教授に収集を

お願いしているが、協会のメンバーに関連する訴訟は、傍聴して、その結果を基準に反映

させる。 

事故を起こした当事者が、技術的に未熟だった場合、すなわち技能確認証（Ｖerification 

card：Vカード）を取得していなかった場合、自己責任を主張することは難しい。 

技能確認証（Ｖerification card：Vカード）の発行については、協会内でも、異論がある。

しかし、事故発生時の責任を考えるとき、Ｖerification card の発行は必須になる。 

 

１１１１１１１１．．．．保険保険保険保険    

１１１１１１１１－－－－１１１１    「「「「会員会員会員会員、、、、およびおよびおよびおよび活動会員活動会員活動会員活動会員はははは、、、、各自各自各自各自のののの家庭環境家庭環境家庭環境家庭環境、、、、従事従事従事従事するするするするダイビングダイビングダイビングダイビング

のののの難易度難易度難易度難易度にににに合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、適切適切適切適切なななな死亡保険死亡保険死亡保険死亡保険にににに加入加入加入加入するするするする。」。」。」。」    

• ※※※※死亡保険死亡保険死亡保険死亡保険へのへのへのへの加入加入加入加入がががが自己責任自己責任自己責任自己責任のののの印印印印であるであるであるである。。。。 

１１１１１１１１－－－－２２２２    「「「「管理責任者管理責任者管理責任者管理責任者はははは、、、、トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング活動活動活動活動にそなえてにそなえてにそなえてにそなえて、、、、スポーツスポーツスポーツスポーツ安全保険安全保険安全保険安全保険

にににに加入加入加入加入するするするする。。。。スポーツスポーツスポーツスポーツ安全保険安全保険安全保険安全保険はははは、、、、活動活動活動活動のののの内容内容内容内容、、、、条件条件条件条件によってはによってはによってはによっては適用適用適用適用されないされないされないされない

こともあることもあることもあることもある。」。」。」。」 

１１１１１１１１－－－－３３３３    「「「「所属所属所属所属するするするする研究機関研究機関研究機関研究機関、、、、学校学校学校学校などがなどがなどがなどが規定規定規定規定するするするする普通傷害保険普通傷害保険普通傷害保険普通傷害保険にににに加入加入加入加入するするするする。」。」。」。」 
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• ※※※※活動活動活動活動のののの充実充実充実充実にににに応応応応じてじてじてじて、、、、会員会員会員会員がががが守守守守られるられるられるられる適切適切適切適切なななな保険保険保険保険のののの設定設定設定設定をををを検討検討検討検討しししし努力努力努力努力するするするする。。。。 

• ※※※※活動活動活動活動のののの充実充実充実充実にににに応応応応じてじてじてじて、、、、会員会員会員会員がががが守守守守られるられるられるられる適切適切適切適切なななな保険保険保険保険のののの設定設定設定設定をををを検討検討検討検討しししし努力努力努力努力するするするする。。。。 

 訴訟の発生を考えたとき、一般の普通傷害保険で解決できるように、訴訟を維持するた

めの保険が必要になる。現在、保険に関連しているメンバーに調査をおねがいして居る。 
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危険危険危険危険のののの引引引引きききき受受受受けけけけとととと免責免責免責免責にににに同意同意同意同意するするするする文書文書文書文書 

 

私          は、    年  月  日より    年  月  日まで

の潜水活動に参加するにあたり、それらにかかわる一切の活動が、怪我、傷害、減圧症と

血栓症を含む圧力傷害、後遺障害、死亡に至る危険を伴うことを承知していることをここ

に確認します。 

私は、この活動期間中に生じる可能性のあるいかなる傷害その他の損害についても、予

測可能な損害であるか否かにかかわらず、その責任のすべてを私が負うことに同意します。 

私は、この活動期間中または活動後に生じる請求を含め、この活動への参加から生じる

私と私の家族、財産、相続人、権利の譲受人による請求または訴訟について、私を担当す

るインストラクターである          、NPO法人日本水中協会と関係するすべ

ての法人、個人、組織、代表者、役員、理事、従業員、契約者、任意の協力者（以下免責

当事者という）の責任を免除し損害を与えません。 

私は、潜水活動が、精神的また肉体的に厳しい活動であることを理解し、相当の努力が

必要であることを承知しています。したがって心臓発作、パニック等により障害を受けた

場合には、免責当事者にその責任を負わせないことをここに了承します。 

私は、この潜水活動に私の自由意思で参加し、参加するための事前の潜水教育を受け、

加えて経験を有しており、この免責同意書に署名する資格があります。 

私は、ここに記載されている内容が単に注意書きにとどまるものでないことを理解し、

本書によって私の法的な権利を放棄することを承知し、私の意思と判断でこの書面に署名

します。 

私は、本書のいずれかの規定が強制力を持たない又は無効であるとわかった場合、その

規定を本書から分離することに同意します。 

私は、さらに成人に達しており、この危険の引き受けと免責に同意する文書に署名する

資格があるか、または私の親権者。保護者の文書による同意を得ています。 

私は、私自身と私の家族および相続人のために、この危険の引き受けと免責に同意する

文書に署名する前にその内容を熟読し十分に理解した上で署名します。 

 

 

本人署名                  日付       年   月   日 

 

未成年者の場合： 

保護者署名                 日付       年   月   日 
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プライマリーコースプライマリーコースプライマリーコースプライマリーコースプログラムプログラムプログラムプログラム    

                       日本水中科学協会理事 久保彰良 

 

1. JAUSプライマリー・コースは、すでに認定されたすべてのダイバーを対象に、JAUS

が定義するダイビング活動に参加するために求められる最小限必要な技能の所有者で

あるか否かを判定するために設計されている。 

2. 満 18歳以上であること。 

3. 認知されたダイバー認定組織のエントリーレベル以上、または同等の資格を有するこ

と。 

4. ダイビングの健康適格者であること。 

5. 自己申告の「病歴書」を提出する。ただし病歴がある場合には医師の「診断書」を提

出しなければならない。 

6. 非喫煙者であること。 

7. 自己責任で活動することを証左するために、ダイビングの「危険の引き受けと免責に

同意する文書」を提出する。 

8. CPRトレーニングや酸素供給法を履修していることが望ましい。 

 

指導者コース 

コース内容は同じであるが、参加資格として、研究所、学校その他で、１０年以上のダ

イビング経験を有し、理事会の承認をえた者であること。 

合否は、コース内容を完全にクリアーし、与えられた課題のレポートを提出することに

よって決定する。 

    

プログラムプログラムプログラムプログラム    
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知識開知識開知識開知識開発発発発のののの概要概要概要概要：：：：    

1. JAUSについて。 

2. なぜ JAUSプライマリー･コースに参加しなければならないのか。 

3. 熟達したダイビング技能とは。 

4. 浮力調整とトリム。 

5. ストリームライニングと装備の形状。 

6. 推進テクニック。 

7. 状況認識。 

8. コミュニケーション。 

9. 呼吸ガスの概要。 

10. 減圧の概要。 

11. ダイブテーブルの概要。 

12. ダイビング計画と呼吸ガス計画。 

13. ダイバーの心構え。 

 

....陸上練習陸上練習陸上練習陸上練習のののの概要概要概要概要：：：：    

1. ダイブ・チーム編成手順 

2. 器材の組み立て、調整と作動確認 

3. セーフティ・ドリル 

4. バルブ・シャット・ダウン・ドリル 

5. 推進テクニック 

6. サーフェス・マーカー放出手順 

7. 意識不明ダイバー対応手順 

8. プレ・ダイブ手順 

 

ダイビングダイビングダイビングダイビング・・・・スキルスキルスキルスキルのののの概要概要概要概要：：：：    

1. ダイビング前の準備と計画、ダイビング後の手順を含む、監督なしで自己の責任のも

とで安全にダイビングを実行できる技能と習慣を身につけていることを見せる。 

2. 補助具なしで 300mを立ち止まらずに 15分以内で泳ぐ。 

3. 水平に 15mを息こらえ潜水する。 

4. 全装備で同等の体格のダイバーを 25m水面曳航する。 

5. 基本的なダイビング器材の機能について説明し、正しく取り扱い、正しく装備するこ

とができる。 

6. 全ての水中でのスキルを中性浮力とトリムを維持し、着底せずに行う。 

7. チーム・メンバーの位置を常に認識し、安全に配慮し、パートナーのサインに敏速に

正しく対応する。 
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8. 水中でチーム・メンバーに、正しく効果的にコミュニケーションがとれる。 

9. 繊細で濁りやすい環境を想定し、3種類以上の推進テクニックが使えることを見せる。 

10. スプールまたはリールを使って、水中からサーフェス・マーカーを水面に放出する。 

11. 水中でマスク無しで 18m以上泳ぐ。 

12. 中性浮力とトリムを維持できることを見せる。手を使わず安定した姿勢で、仰角 30度

以内にトリムを維持し、定められた深度に対して 1.5m範囲内の深度に留まれること。 

13. セカンド・ステージ・レギュレーターを正しく口から外す。 

14. プライマリー・セカンド・ステージとバック・アップ・セカンド・ステージを交換す

る。 

15. マスク・クリアをする。 

16. マスク脱着をする。 

17. バルブ・シャット・ダウン・ドリルを見せる。 

18. ガス切れダイバーに、敏速に正しい方法で現実的に対応する。 

19. ガス切れダイバーに、敏速に正しい方法で現実的に対応しながら、安全な浮上速度を

維持して水面に浮上する。 

20. チーム・メンバーとともに安全な潜行と浮上の手順を見せる。 

21. 水中で正しく効果的にライトを使う。 

22. 水中の意識不明ダイバーを水面に浮上させ、適切なレスキューを行う。 

23. コース全体を通して、安全なダイビングを行う能力と姿勢を示す。 

 

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト    

スクーバダイビングで何か活動をしようとするとき、まず第一番に確立しなければな

らないのは、すべて、自分の責任で自分の安全を維持するという原則です。バディで活

動していて、もしものことがあれば、上級者が訴えられる。チームで活動していて、リ

ーダーが、監督が訴えられるというのでは、バディシステムも成立しませんし、指揮系

統を確立することもできません。しかし、その実力、知識と技能を確認しないで、やみ

くもに自己責任と決めつけるのでは、無責任です。残念ながら、各指導団体の初心者講

習の修了では、自己責任の確認ができません。中級、上級の人でも、他に依存して潜っ

ている人がたくさんいます。技能、知識を自他ともに確認して、確認したことを証する

印が必要です。その証が技能確認証(Verification Card)です。自己責任の確認とともに、

どのような約束でダイビング活動をするのか、基準が必要です。その基準をつくり、活

動展開の方向と方法をさぐる研究の発表が、このシンポジウムでした。 

Vカードの確認研修は、シンポジウムで発表したプライマリーコースプログラムで行

います。このコースの特色は、完全にトリムをとり、必要がない限り海底には触れずに、

水平な姿勢ですべての活動を行う技術を中心にしていることです。この技術は、アメリ

カのケーブダイビングから発生したものですが、ＪＡＵＳが採用した理由は、海の生物、
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造礁サンゴ、無脊椎動物などに触れない、自然にやさしい潜り方になるからです。２１

世紀はエコロジーの時代です。自然を破壊しながら調査活動をしたり、スポーツ活動を

したりすることは、ゆるされません。サイエンスダイバーは、海外で諸国の研究者と一

緒にダイビング研究活動を行う際、海底に体を着けて生物に衝撃を与えたり、泥を巻き

上げて濁したりすると、恥ずかしい思いをすることになります。この技術は、既成のダ

イビング活動を続けてきたダイバーには、なかなか難しいので、さらに練習が必要です。

その練習の過程で、技能は上達します。 
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大学のダイビングクラブ活動大学のダイビングクラブ活動大学のダイビングクラブ活動大学のダイビングクラブ活動マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル事例事例事例事例    

学習院大学ダイビング部 監督 宮崎 雅博    

    

１．１．１．１．学習院大学ダイビング部学習院大学ダイビング部学習院大学ダイビング部学習院大学ダイビング部についてについてについてについて    

• 1967196719671967 年創設年創設年創設年創設        現在現在現在現在 44444444 年目年目年目年目    

•     学習院大学の体育会学習院大学の体育会学習院大学の体育会学習院大学の体育会（（（（輔仁会大学支部運動部会）    

• 最初は同好会組織最初は同好会組織最初は同好会組織最初は同好会組織    、、、、体育会準団体を経て体育会準団体を経て体育会準団体を経て体育会準団体を経て 1985198519851985 年に正式団体に年に正式団体に年に正式団体に年に正式団体に    

• 関東学生潜水連盟の最初期からの加盟校関東学生潜水連盟の最初期からの加盟校関東学生潜水連盟の最初期からの加盟校関東学生潜水連盟の最初期からの加盟校        

• ダイビングをスポーツとして定義し活動ダイビングをスポーツとして定義し活動ダイビングをスポーツとして定義し活動ダイビングをスポーツとして定義し活動        

• 部員数部員数部員数部員数 28282828 名名名名（（（（    2010201020102010 年度年度年度年度））））        

• 1111 年～年～年～年～3333 年年年年        

• 卒業生・現役合計卒業生・現役合計卒業生・現役合計卒業生・現役合計 281281281281 名名名名        

• ピーク時ピーク時ピーク時ピーク時 56565656 名（名（名（名（1983198319831983））））        

• 10101010 年前から年前から年前から年前から 15151515 名程度名程度名程度名程度        

• 2008200820082008 年から年から年から年から 20202020 名超名超名超名超        

• 男女男女男女男女比：男比：男比：男比：男 60%60%60%60%、女、女、女、女 40% 40% 40% 40%     
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

部員総数部員総数部員総数部員総数各代人数各代人数各代人数各代人数

創設からの年次（執行部の代）創設からの年次（執行部の代）創設からの年次（執行部の代）創設からの年次（執行部の代）

部員数の変遷部員数の変遷部員数の変遷部員数の変遷

女女女女

男男男男

現役人数現役人数現役人数現役人数

ビッグバンビッグバンビッグバンビッグバン

創世記創世記創世記創世記 冬の時代冬の時代冬の時代冬の時代

現在に至る現在に至る現在に至る現在に至る
活動スタイル活動スタイル活動スタイル活動スタイル

の確立の確立の確立の確立

次の時代次の時代次の時代次の時代
の予感の予感の予感の予感

2000200020002000年年年年1980198019801980年年年年 1990199019901990年年年年1967196719671967年年年年

 

• 1980198019801980 年代前半の大人数体制年代前半の大人数体制年代前半の大人数体制年代前半の大人数体制    …………    模索の時代模索の時代模索の時代模索の時代    

• 1980198019801980 年代後半に現在の活動スタイルが確立年代後半に現在の活動スタイルが確立年代後半に現在の活動スタイルが確立年代後半に現在の活動スタイルが確立    

• 1990199019901990 年代に部員数が激減、存続の危機年代に部員数が激減、存続の危機年代に部員数が激減、存続の危機年代に部員数が激減、存続の危機    

• 学生の課外活動への意識変化学生の課外活動への意識変化学生の課外活動への意識変化学生の課外活動への意識変化    

• レジャーとしてのダイビングの拡大レジャーとしてのダイビングの拡大レジャーとしてのダイビングの拡大レジャーとしてのダイビングの拡大    …部活でなくとも容易に潜れる…部活でなくとも容易に潜れる…部活でなくとも容易に潜れる…部活でなくとも容易に潜れる    

• 2000200020002000 年代に入り部員数増、比較的安定した運営ができるようになる年代に入り部員数増、比較的安定した運営ができるようになる年代に入り部員数増、比較的安定した運営ができるようになる年代に入り部員数増、比較的安定した運営ができるようになる    

•     

• ２２２２．．．．活動スタイル活動スタイル活動スタイル活動スタイル    

• 4444 月～月～月～月～11111111 月：プール月：プール月：プール月：プール練習練習練習練習、合宿、合宿、合宿、合宿        

• 合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練 6666 回：（回：（回：（回：（20202020 日超）日超）日超）日超）    …………大島、八丈、富戸、大瀬崎など大島、八丈、富戸、大瀬崎など大島、八丈、富戸、大瀬崎など大島、八丈、富戸、大瀬崎など        

• スキンダイビング：スキンダイビング：スキンダイビング：スキンダイビング：21212121 本（本（本（本（2222 年年年年生時生時生時生時））））        

• スキューバ：スキューバ：スキューバ：スキューバ：44444444 本（本（本（本（2222 年年年年生時生時生時生時））））        

• プール練プール練プール練プール練 3333 回回回回////週週週週    ⇒⇒⇒⇒    50505050 回回回回    ////年間年間年間年間    

• 他に他に他に他に年に年に年に年に 2222 回、辰巳などのダイビングプールで練習回、辰巳などのダイビングプールで練習回、辰巳などのダイビングプールで練習回、辰巳などのダイビングプールで練習     

• ファンダイビングツアー（ファンダイビングツアー（ファンダイビングツアー（ファンダイビングツアー（9999 月）月）月）月）    …………小笠原小笠原小笠原小笠原    

• 12121212 月～月～月～月～3333 月：オフ（バイト、ファンダイビング）月：オフ（バイト、ファンダイビング）月：オフ（バイト、ファンダイビング）月：オフ（バイト、ファンダイビング）     

• ファンダイビングツアー（ファンダイビングツアー（ファンダイビングツアー（ファンダイビングツアー（2222 月）月）月）月）    …………宮古宮古宮古宮古////与那国与那国与那国与那国////パラオパラオパラオパラオ    

• 学生による自主運営学生による自主運営学生による自主運営学生による自主運営        

• 練習、合宿はイントラの引率なし練習、合宿はイントラの引率なし練習、合宿はイントラの引率なし練習、合宿はイントラの引率なし        

• 監督、コーチも常時引率はせず、参加は断続的監督、コーチも常時引率はせず、参加は断続的監督、コーチも常時引率はせず、参加は断続的監督、コーチも常時引率はせず、参加は断続的    

• ＣカードＣカードＣカードＣカード(OW)(OW)(OW)(OW)の取得だけイントラに講習依頼（の取得だけイントラに講習依頼（の取得だけイントラに講習依頼（の取得だけイントラに講習依頼（1111 年時）年時）年時）年時）        

• 事前計画に大きなウェイトを置く活動スタイル事前計画に大きなウェイトを置く活動スタイル事前計画に大きなウェイトを置く活動スタイル事前計画に大きなウェイトを置く活動スタイル    

• 責任体制は学校、監督が関与責任体制は学校、監督が関与責任体制は学校、監督が関与責任体制は学校、監督が関与     
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３３３３．．．．活動体制活動体制活動体制活動体制    

 

現役クラブ員

学習院大学

3年生：執行部

2年生
ﾄﾚｰﾆｰ兼
ｱｼｽﾀﾝﾄ

1年生：ﾄﾚｰﾆｰ

4年生
現役OB
ｱｼｽﾀﾝﾄ

部長（教授）

コーチ

OB会(潜桜会)

監督

委嘱委嘱委嘱委嘱

選任選任選任選任

指導指導指導指導
指導指導指導指導

指導指導指導指導

計画審議計画審議計画審議計画審議
助言助言助言助言

部費部費部費部費
支援支援支援支援

助成金支給助成金支給助成金支給助成金支給

承認助言承認助言承認助言承認助言

計画報告計画報告計画報告計画報告

 

 

• 3333 年年年年生生生生：執行部：執行部：執行部：執行部        ⇒⇒⇒⇒    1111 年年年年生生生生：トレーニー：トレーニー：トレーニー：トレーニー    2222 年年年年生生生生：トレーニーかつ執行部のアシスタント：トレーニーかつ執行部のアシスタント：トレーニーかつ執行部のアシスタント：トレーニーかつ執行部のアシスタント        

• 4444 年：現役ＯＢ年：現役ＯＢ年：現役ＯＢ年：現役ＯＢ        

o 執行部のアシスタント執行部のアシスタント執行部のアシスタント執行部のアシスタント        

o 活動計画立案の審議活動計画立案の審議活動計画立案の審議活動計画立案の審議        

• 監督、コーチ監督、コーチ監督、コーチ監督、コーチ        

o ＯＢ会により選任ＯＢ会により選任ＯＢ会により選任ＯＢ会により選任    ⇒⇒⇒⇒    学校より学校より学校より学校より正式に委嘱を受けている正式に委嘱を受けている正式に委嘱を受けている正式に委嘱を受けている    

o 現在は監督以外にコーチ現在は監督以外にコーチ現在は監督以外にコーチ現在は監督以外にコーチ 1111 名名名名        

o 合宿など参加合宿など参加合宿など参加合宿など参加    …………    年年年年 1111 回～回～回～回～2222 回程度（現地フルタイム参加ではない）回程度（現地フルタイム参加ではない）回程度（現地フルタイム参加ではない）回程度（現地フルタイム参加ではない）    

• 部長部長部長部長        

o 大学の教授が就任大学の教授が就任大学の教授が就任大学の教授が就任    （（（（非ダイバー非ダイバー非ダイバー非ダイバー））））    

o 通常時の通常時の通常時の通常時のクラブの活動にはノータッチクラブの活動にはノータッチクラブの活動にはノータッチクラブの活動にはノータッチ        

• ＯＢ会（潜桜会）ＯＢ会（潜桜会）ＯＢ会（潜桜会）ＯＢ会（潜桜会）        

o ＯＢ会費から現役への活動資金援助ＯＢ会費から現役への活動資金援助ＯＢ会費から現役への活動資金援助ＯＢ会費から現役への活動資金援助        

o 監督、コーチを選任監督、コーチを選任監督、コーチを選任監督、コーチを選任     
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４４４４．．．．活動サイクル（３つのＰＤＣＡ）活動サイクル（３つのＰＤＣＡ）活動サイクル（３つのＰＤＣＡ）活動サイクル（３つのＰＤＣＡ）    

• 年間活動計画に基年間活動計画に基年間活動計画に基年間活動計画に基づくサイクルづくサイクルづくサイクルづくサイクル        

• 活動計画書に基づく合宿間のサイクル活動計画書に基づく合宿間のサイクル活動計画書に基づく合宿間のサイクル活動計画書に基づく合宿間のサイクル        

• 活動計画書に基づく合宿中の日単位のサイクル活動計画書に基づく合宿中の日単位のサイクル活動計画書に基づく合宿中の日単位のサイクル活動計画書に基づく合宿中の日単位のサイクル        

 

 

 

 

• 執行部単位のサイクル執行部単位のサイクル執行部単位のサイクル執行部単位のサイクル    

• 学年を超えて、ダイビ学年を超えて、ダイビ学年を超えて、ダイビ学年を超えて、ダイビ

ング／クラブ活動に関ング／クラブ活動に関ング／クラブ活動に関ング／クラブ活動に関

する経験を継承・発展する経験を継承・発展する経験を継承・発展する経験を継承・発展

させていくさせていくさせていくさせていく    

 

 

 

• 最も基本的で、重要な最も基本的で、重要な最も基本的で、重要な最も基本的で、重要な

サイクルサイクルサイクルサイクル    

• 合宿や海洋訓練毎合宿や海洋訓練毎合宿や海洋訓練毎合宿や海洋訓練毎

に繰り返されるに繰り返されるに繰り返されるに繰り返される    

• 事前に計画書を作事前に計画書を作事前に計画書を作事前に計画書を作

成し、徹底的な議成し、徹底的な議成し、徹底的な議成し、徹底的な議

論と確認を行う論と確認を行う論と確認を行う論と確認を行う    

• 現役ＯＢ（現役ＯＢ（現役ＯＢ（現役ＯＢ（4444 年生）年生）年生）年生）

がチェックし、監督・がチェックし、監督・がチェックし、監督・がチェックし、監督・

コーチミーティングコーチミーティングコーチミーティングコーチミーティング

で承認で承認で承認で承認    

o     

o     

o     

o 計画に対する重点チェックポイント計画に対する重点チェックポイント計画に対する重点チェックポイント計画に対する重点チェックポイント    

� 合宿毎の目標設定、実行手段の妥当性合宿毎の目標設定、実行手段の妥当性合宿毎の目標設定、実行手段の妥当性合宿毎の目標設定、実行手段の妥当性    

� 季節、ポイントの特性に応じた安全確保手順季節、ポイントの特性に応じた安全確保手順季節、ポイントの特性に応じた安全確保手順季節、ポイントの特性に応じた安全確保手順    

� 部員各個部員各個部員各個部員各個人（執行部含め）のスキル、体調と、それを考慮した計画人（執行部含め）のスキル、体調と、それを考慮した計画人（執行部含め）のスキル、体調と、それを考慮した計画人（執行部含め）のスキル、体調と、それを考慮した計画    

 

年間ＰＤＣＡ

Plan
• 年間活動計画年間活動計画年間活動計画年間活動計画 ………… 4444月月月月OBOBOBOB総会で報告・承認総会で報告・承認総会で報告・承認総会で報告・承認

Do
• 合宿、プール練合宿、プール練合宿、プール練合宿、プール練 …4…4…4…4月～月～月～月～11111111月月月月

Ceck
• 反省会、年間活動報告反省会、年間活動報告反省会、年間活動報告反省会、年間活動報告 …12…12…12…12月、翌年月、翌年月、翌年月、翌年4444月月月月

Action
• （次年度）年間活動計画（次年度）年間活動計画（次年度）年間活動計画（次年度）年間活動計画策定策定策定策定 …………翌年翌年翌年翌年2222月～月～月～月～4444月月月月

合宿ＰＤＣＡ

Plan

• 冊子（計画書）冊子（計画書）冊子（計画書）冊子（計画書） ………… 執行部作成、現役執行部作成、現役執行部作成、現役執行部作成、現役OB(4OB(4OB(4OB(4年年年年))))がががが
チェック、監督・コーチミーティングで承認チェック、監督・コーチミーティングで承認チェック、監督・コーチミーティングで承認チェック、監督・コーチミーティングで承認

Do
• 合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練

Ceck
• 監督・コーチミーティング監督・コーチミーティング監督・コーチミーティング監督・コーチミーティング

Action
• （次合宿）冊子（次合宿）冊子（次合宿）冊子（次合宿）冊子 …………前回反省点など盛り込み前回反省点など盛り込み前回反省点など盛り込み前回反省点など盛り込み

合宿での反省点合宿での反省点合宿での反省点合宿での反省点
未達成項目未達成項目未達成項目未達成項目
体調不良者体調不良者体調不良者体調不良者
技術的課題技術的課題技術的課題技術的課題

練習効果の最大化練習効果の最大化練習効果の最大化練習効果の最大化
目標設定の妥当性目標設定の妥当性目標設定の妥当性目標設定の妥当性
安全確保手順安全確保手順安全確保手順安全確保手順
事故発生時の手順事故発生時の手順事故発生時の手順事故発生時の手順
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• 合宿当日のサイクル合宿当日のサイクル合宿当日のサイクル合宿当日のサイクル    

• 事前計画に対する、現事前計画に対する、現事前計画に対する、現事前計画に対する、現

場での最適化場での最適化場での最適化場での最適化    

• 夜間ミーティングが夜間ミーティングが夜間ミーティングが夜間ミーティングが核核核核

となるとなるとなるとなる    

現役ＯＢ（現役ＯＢ（現役ＯＢ（現役ＯＢ（4444 年生）が必ず合年生）が必ず合年生）が必ず合年生）が必ず合

宿に参加し、後見する宿に参加し、後見する宿に参加し、後見する宿に参加し、後見する    

長時間ミーティング＝執行長時間ミーティング＝執行長時間ミーティング＝執行長時間ミーティング＝執行

部の睡眠不足に陥りやすい部の睡眠不足に陥りやすい部の睡眠不足に陥りやすい部の睡眠不足に陥りやすい    

安全のための行為が安全を安全のための行為が安全を安全のための行為が安全を安全のための行為が安全を

阻害阻害阻害阻害    ⇒⇒⇒⇒    課題事項課題事項課題事項課題事項    

５５５５．．．．活動マニュアルの体系活動マニュアルの体系活動マニュアルの体系活動マニュアルの体系    

• 活動基準活動基準活動基準活動基準    

o 年間活動計画年間活動計画年間活動計画年間活動計画        

o 年間安全対策年間安全対策年間安全対策年間安全対策        

o 学科資料学科資料学科資料学科資料    

    

• 各合宿の計画書が活動基準を補完していく各合宿の計画書が活動基準を補完していく各合宿の計画書が活動基準を補完していく各合宿の計画書が活動基準を補完していく        

    

活動マニュアル

各合宿の
計画書

各合宿の
計画書

各合宿の各合宿の各合宿の各合宿の
計画書計画書計画書計画書

活動基準

年間活動計画年間活動計画年間活動計画年間活動計画

年間安全対策年間安全対策年間安全対策年間安全対策

学科資料

1111年生向け年生向け年生向け年生向け

（基礎）（基礎）（基礎）（基礎）

2222年生向け年生向け年生向け年生向け

（応用）（応用）（応用）（応用）
活動基準の核活動基準の核活動基準の核活動基準の核

ダイビングスタイルダイビングスタイルダイビングスタイルダイビングスタイル
を規定を規定を規定を規定

各個別の各個別の各個別の各個別の

ダイビングダイビングダイビングダイビング
活動基準活動基準活動基準活動基準

実際実際実際実際の安全の安全の安全の安全
確保の要確保の要確保の要確保の要

    
    

• 年間安全対策（という名前の活動基準）が最も基本的なルールを規定年間安全対策（という名前の活動基準）が最も基本的なルールを規定年間安全対策（という名前の活動基準）が最も基本的なルールを規定年間安全対策（という名前の活動基準）が最も基本的なルールを規定    

合宿（日次）ＰＤＣＡ

Plan

• 冊子に基づく日次計画冊子に基づく日次計画冊子に基づく日次計画冊子に基づく日次計画 …………執行部の夜間ミーティン執行部の夜間ミーティン執行部の夜間ミーティン執行部の夜間ミーティン
ググググで確認、現役で確認、現役で確認、現役で確認、現役OBOBOBOB（（（（4444年年年年))))による審議、承認による審議、承認による審議、承認による審議、承認

Do
• 合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練合宿、海洋訓練

Ceck
• 日次（夜間）ミーティング日次（夜間）ミーティング日次（夜間）ミーティング日次（夜間）ミーティング

Action
• 翌日の日次計画翌日の日次計画翌日の日次計画翌日の日次計画 …………ミーティング結果の取込ミーティング結果の取込ミーティング結果の取込ミーティング結果の取込

当日の反省点当日の反省点当日の反省点当日の反省点
体調不良者体調不良者体調不良者体調不良者

⇒⇒⇒⇒バディ編成バディ編成バディ編成バディ編成
海況への対応海況への対応海況への対応海況への対応
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年間活動計画

• 主将、副将、主務、会計、渉外主将、副将、主務、会計、渉外主将、副将、主務、会計、渉外主将、副将、主務、会計、渉外

• 安対、学科、器材、保健、学連、ＯＢ安対、学科、器材、保健、学連、ＯＢ安対、学科、器材、保健、学連、ＯＢ安対、学科、器材、保健、学連、ＯＢ体制、メンバ

• 部全体（執行部）部全体（執行部）部全体（執行部）部全体（執行部） ／／／／ 各学年毎方針各学年毎方針各学年毎方針各学年毎方針

• ((((技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ）技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ）技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ）技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ）年間目標

• スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

• 実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容プール練習

• スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

• 実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容合宿、海洋訓練

• 実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容実行時期毎、学年毎の実施内容学科

• 年間総プール練回数年間総プール練回数年間総プール練回数年間総プール練回数(一人当たりのプール練回数）一人当たりのプール練回数）一人当たりのプール練回数）一人当たりのプール練回数）

• 年間予定スキン／スクーバ本数年間予定スキン／スクーバ本数年間予定スキン／スクーバ本数年間予定スキン／スクーバ本数練習回数

• 各学年毎各学年毎各学年毎各学年毎年間費用
 

 

15

年間安全対策

• 入部同意書と病歴診断書を記入入部同意書と病歴診断書を記入入部同意書と病歴診断書を記入入部同意書と病歴診断書を記入

• ダイビング検診の実施ダイビング検診の実施ダイビング検診の実施ダイビング検診の実施入部について

• 健康チェックシートの提出とチェック健康チェックシートの提出とチェック健康チェックシートの提出とチェック健康チェックシートの提出とチェック

• 潜水潜水潜水潜水24242424時間前は禁酒･禁煙時間前は禁酒･禁煙時間前は禁酒･禁煙時間前は禁酒･禁煙体調管理

• 複数のバディを束ねたグループでの潜水複数のバディを束ねたグループでの潜水複数のバディを束ねたグループでの潜水複数のバディを束ねたグループでの潜水

• 編成はスキル、体調を考慮（上級生編成はスキル、体調を考慮（上級生編成はスキル、体調を考慮（上級生編成はスキル、体調を考慮（上級生3名以上）名以上）名以上）名以上）グループ潜水

• 陸上での時間管理、事故発生時の即時通報陸上での時間管理、事故発生時の即時通報陸上での時間管理、事故発生時の即時通報陸上での時間管理、事故発生時の即時通報

• フル装備のレスキュー要員の待機フル装備のレスキュー要員の待機フル装備のレスキュー要員の待機フル装備のレスキュー要員の待機陸上監視

• スキンダイビング／スキューバダイビング毎に規定スキンダイビング／スキューバダイビング毎に規定スキンダイビング／スキューバダイビング毎に規定スキンダイビング／スキューバダイビング毎に規定

• ダイブコンピュータの全員装備ダイブコンピュータの全員装備ダイブコンピュータの全員装備ダイブコンピュータの全員装備練習手順

• 残圧申告は残圧申告は残圧申告は残圧申告は100・・・・70・・・・50・・・・30  → 30で浮上で浮上で浮上で浮上

• 安全停止安全停止安全停止安全停止（３～５ｍ、３分間）（３～５ｍ、３分間）（３～５ｍ、３分間）（３～５ｍ、３分間）のののの計画組み込み計画組み込み計画組み込み計画組み込み水中確認

• 上級生上級生上級生上級生2名がレスキュー、名がレスキュー、名がレスキュー、名がレスキュー、1名が他バディ統率名が他バディ統率名が他バディ統率名が他バディ統率

• レスキュー手順レスキュー手順レスキュー手順レスキュー手順レスキュー体制
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学科（基礎、応用）

• 器材の装着手順器材の装着手順器材の装着手順器材の装着手順

• 器材のメンテナンス器材のメンテナンス器材のメンテナンス器材のメンテナンス器材

• 手順、練習内容手順、練習内容手順、練習内容手順、練習内容プルトレーニング

• 耳抜き、ジャックナイフ耳抜き、ジャックナイフ耳抜き、ジャックナイフ耳抜き、ジャックナイフ

• 浮上時確認浮上時確認浮上時確認浮上時確認スキンダイビング

• バディシステム、グループ潜水手順バディシステム、グループ潜水手順バディシステム、グループ潜水手順バディシステム、グループ潜水手順

• 基本ルール（ディセント、アセント、残圧管理）基本ルール（ディセント、アセント、残圧管理）基本ルール（ディセント、アセント、残圧管理）基本ルール（ディセント、アセント、残圧管理）スクーバ

• スクイーズ、バーディゴ、ブラックアウトスクイーズ、バーディゴ、ブラックアウトスクイーズ、バーディゴ、ブラックアウトスクイーズ、バーディゴ、ブラックアウト

• 減圧症、窒素酔い、ヒートロス減圧症、窒素酔い、ヒートロス減圧症、窒素酔い、ヒートロス減圧症、窒素酔い、ヒートロス潜水生理

• バディ管理、ナビゲーション、ガイディングバディ管理、ナビゲーション、ガイディングバディ管理、ナビゲーション、ガイディングバディ管理、ナビゲーション、ガイディング

• 安全管理、潜水計画立案安全管理、潜水計画立案安全管理、潜水計画立案安全管理、潜水計画立案リーダの役割

• 基本手順基本手順基本手順基本手順

• パニック、曳航パニック、曳航パニック、曳航パニック、曳航レスキュー
 

 

冊子（合宿計画書）

• 日程、潮汐日程、潮汐日程、潮汐日程、潮汐
• ポイント、本数ポイント、本数ポイント、本数ポイント、本数スケジュール

• 参加メンバ（緊急連絡先、血液型）参加メンバ（緊急連絡先、血液型）参加メンバ（緊急連絡先、血液型）参加メンバ（緊急連絡先、血液型）

• 連絡先（部長、監督、海保、医療機関）連絡先（部長、監督、海保、医療機関）連絡先（部長、監督、海保、医療機関）連絡先（部長、監督、海保、医療機関）
参加者、連絡先

• 全体、各学年別全体、各学年別全体、各学年別全体、各学年別

• 技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ技術、体力、知識、安全意識、スペシャリティ
合宿目標

• 日別、学年別、スキル別日別、学年別、スキル別日別、学年別、スキル別日別、学年別、スキル別

• スキンダイビング、スクーバダイビングスキンダイビング、スクーバダイビングスキンダイビング、スクーバダイビングスキンダイビング、スクーバダイビング
練習方針練習方針練習方針練習方針

• 体調、技術など体調、技術など体調、技術など体調、技術など →全員で共有する全員で共有する全員で共有する全員で共有する

• 体調不良者、技術未熟者体調不良者、技術未熟者体調不良者、技術未熟者体調不良者、技術未熟者
体調確認方針

• ポイント毎の留意点、付加手順ポイント毎の留意点、付加手順ポイント毎の留意点、付加手順ポイント毎の留意点、付加手順

• 体調不良者、技術未熟者への配慮、対策体調不良者、技術未熟者への配慮、対策体調不良者、技術未熟者への配慮、対策体調不良者、技術未熟者への配慮、対策
安全対策

• 日毎日毎日毎日毎

• バディ表バディ表バディ表バディ表
タイムスケジュール
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６．６．６．６．危機管理体制危機管理体制危機管理体制危機管理体制    

（１）（１）（１）（１）新入生に対するスクリーニング新入生に対するスクリーニング新入生に対するスクリーニング新入生に対するスクリーニング        

• ダイバーズ健診ダイバーズ健診ダイバーズ健診ダイバーズ健診        

o 耳管開通検査耳管開通検査耳管開通検査耳管開通検査        

o 問診問診問診問診        

� ぜんそく既往歴ぜんそく既往歴ぜんそく既往歴ぜんそく既往歴        

� 中・外耳炎経験中・外耳炎経験中・外耳炎経験中・外耳炎経験        

� アレルギーアレルギーアレルギーアレルギー        

o 心電図検診心電図検診心電図検診心電図検診        

o 運動歴運動歴運動歴運動歴        

� ダイビング経験ダイビング経験ダイビング経験ダイビング経験        

� 運動部経験運動部経験運動部経験運動部経験        

• 入部に関する確認書入部に関する確認書入部に関する確認書入部に関する確認書    

o ダイビングの特性、クラブ活動の特性を説明ダイビングの特性、クラブ活動の特性を説明ダイビングの特性、クラブ活動の特性を説明ダイビングの特性、クラブ活動の特性を説明    

o ルールの遵守とダイビングの危険性の自己認識ルールの遵守とダイビングの危険性の自己認識ルールの遵守とダイビングの危険性の自己認識ルールの遵守とダイビングの危険性の自己認識    

o 本人および保護者の署名捺印本人および保護者の署名捺印本人および保護者の署名捺印本人および保護者の署名捺印    

（２）事故対応体制（２）事故対応体制（２）事故対応体制（２）事故対応体制        

• 水面・水面・水面・水面・水中（ダイブグループ）水中（ダイブグループ）水中（ダイブグループ）水中（ダイブグループ）    

o グループ潜水が基本グループ潜水が基本グループ潜水が基本グループ潜水が基本    、、、、3333 年以上の上級生年以上の上級生年以上の上級生年以上の上級生 3333 名名名名がグループに入るがグループに入るがグループに入るがグループに入る    

o 上級生上級生上級生上級生 2222 名はレスキュー名はレスキュー名はレスキュー名はレスキュー    、、、、上級生上級生上級生上級生 1111 名が残りのバディを管理名が残りのバディを管理名が残りのバディを管理名が残りのバディを管理・統率・統率・統率・統率    

o 上上上上記のスタイル＋レスキュー手順は記のスタイル＋レスキュー手順は記のスタイル＋レスキュー手順は記のスタイル＋レスキュー手順は年間安全対策で規定年間安全対策で規定年間安全対策で規定年間安全対策で規定        

    （（（（5555 月に月に月に月に 2222・・・・3333 年で強化練習実施）年で強化練習実施）年で強化練習実施）年で強化練習実施）    

• 陸上陸上陸上陸上    

o 2222 名以上の名以上の名以上の名以上の監視班を設置監視班を設置監視班を設置監視班を設置    

o 1111 名は記録名は記録名は記録名は記録・通報、・通報、・通報、・通報、1111 名はスーツ着用でレスキュー待機名はスーツ着用でレスキュー待機名はスーツ着用でレスキュー待機名はスーツ着用でレスキュー待機        

• 後方体制後方体制後方体制後方体制    

o 部長、監督、コーチへの連絡部長、監督、コーチへの連絡部長、監督、コーチへの連絡部長、監督、コーチへの連絡        ⇒学校、⇒学校、⇒学校、⇒学校、OBOBOBOB 会と連携会と連携会と連携会と連携    

o 学生側でも学生側でも学生側でも学生側でも在京連絡先設定在京連絡先設定在京連絡先設定在京連絡先設定（（（（    4444 年年年年生生生生などなどなどなど））））    

o 活動計画書に活動計画書に活動計画書に活動計画書に各所各所各所各所連絡先記載連絡先記載連絡先記載連絡先記載    …………初動の迅速化初動の迅速化初動の迅速化初動の迅速化    

                                    （現地診療所、海保、再圧施設ほか）（現地診療所、海保、再圧施設ほか）（現地診療所、海保、再圧施設ほか）（現地診療所、海保、再圧施設ほか）    

（３）事後対応（３）事後対応（３）事後対応（３）事後対応        

• 補償、賠償責任補償、賠償責任補償、賠償責任補償、賠償責任     

• 学校で学校で学校で学校で一般的なスポーツ障害保険に加入一般的なスポーツ障害保険に加入一般的なスポーツ障害保険に加入一般的なスポーツ障害保険に加入        …………十分とは言えない（課題）十分とは言えない（課題）十分とは言えない（課題）十分とは言えない（課題）    

• 責任の所在責任の所在責任の所在責任の所在     

• 事前計画の遵守状況事前計画の遵守状況事前計画の遵守状況事前計画の遵守状況     

• 事前計画は学校に事前計画は学校に事前計画は学校に事前計画は学校に委嘱委嘱委嘱委嘱された監督が承認された監督が承認された監督が承認された監督が承認     
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• 計画に従った範囲での事故の責任は、学校、監督に計画に従った範囲での事故の責任は、学校、監督に計画に従った範囲での事故の責任は、学校、監督に計画に従った範囲での事故の責任は、学校、監督に    

        →学生の負荷は軽減できるが、まだ不十分（課題）→学生の負荷は軽減できるが、まだ不十分（課題）→学生の負荷は軽減できるが、まだ不十分（課題）→学生の負荷は軽減できるが、まだ不十分（課題）     

• OBOBOBOB 会の支援会の支援会の支援会の支援        

• 金銭的金銭的金銭的金銭的    、心理的、心理的、心理的、心理的    

（４）再発防止（４）再発防止（４）再発防止（４）再発防止     

• 原因究明原因究明原因究明原因究明        →→→→現役、監督で実施現役、監督で実施現役、監督で実施現役、監督で実施    →→→→    学校、学校、学校、学校、OBOBOBOB 会へ報告会へ報告会へ報告会へ報告         

• 対策の実施・徹底対策の実施・徹底対策の実施・徹底対策の実施・徹底    、部員への周知、部員への周知、部員への周知、部員への周知        

•     

７．課題事項７．課題事項７．課題事項７．課題事項    

 

• 学生の不連続性学生の不連続性学生の不連続性学生の不連続性 

• 毎年執行部メンバ一新毎年執行部メンバ一新毎年執行部メンバ一新毎年執行部メンバ一新    

• 強固な基準、マニュアルは陳腐化早い強固な基準、マニュアルは陳腐化早い強固な基準、マニュアルは陳腐化早い強固な基準、マニュアルは陳腐化早い    

• 技術面、組織運営面でのリーダが欠けると一気にリスク高まる技術面、組織運営面でのリーダが欠けると一気にリスク高まる技術面、組織運営面でのリーダが欠けると一気にリスク高まる技術面、組織運営面でのリーダが欠けると一気にリスク高まる    

    

◎◎◎◎良しも悪しくも学生のクラブチームの特性良しも悪しくも学生のクラブチームの特性良しも悪しくも学生のクラブチームの特性良しも悪しくも学生のクラブチームの特性    

OBOBOBOB 会、監督、コーチ制度で会、監督、コーチ制度で会、監督、コーチ制度で会、監督、コーチ制度で補完補完補完補完    
    

• 基準、マニュアルの正当性保証基準、マニュアルの正当性保証基準、マニュアルの正当性保証基準、マニュアルの正当性保証 

• 医学的、法律的な正当性医学的、法律的な正当性医学的、法律的な正当性医学的、法律的な正当性    

• 最新技術の取り込み最新技術の取り込み最新技術の取り込み最新技術の取り込み    

    

• 負荷の大きな活動スタイル負荷の大きな活動スタイル負荷の大きな活動スタイル負荷の大きな活動スタイル 

• 執行部の合宿での不眠・不休執行部の合宿での不眠・不休執行部の合宿での不眠・不休執行部の合宿での不眠・不休    

• まじめであるほど陥る矛盾まじめであるほど陥る矛盾まじめであるほど陥る矛盾まじめであるほど陥る矛盾    事故の萌芽事故の萌芽事故の萌芽事故の萌芽    

• 手順の重厚長大化手順の重厚長大化手順の重厚長大化手順の重厚長大化    

    

• 業界との関係性業界との関係性業界との関係性業界との関係性 

• 学生の側の配慮不足学生の側の配慮不足学生の側の配慮不足学生の側の配慮不足    

• 数の脅威数の脅威数の脅威数の脅威    

• スタイルの違いスタイルの違いスタイルの違いスタイルの違い    

• 現地サービスの悩みや心配への無配慮現地サービスの悩みや心配への無配慮現地サービスの悩みや心配への無配慮現地サービスの悩みや心配への無配慮    
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８８８８．．．．まとめまとめまとめまとめ    

• 学生の自主運営スタイルの継承学生の自主運営スタイルの継承学生の自主運営スタイルの継承学生の自主運営スタイルの継承 

• 伝統、ドキュメントへの盲信、偏重を排する伝統、ドキュメントへの盲信、偏重を排する伝統、ドキュメントへの盲信、偏重を排する伝統、ドキュメントへの盲信、偏重を排する 

• 真の意味の自己責任を追求真の意味の自己責任を追求真の意味の自己責任を追求真の意味の自己責任を追求 

• 学年を超えて理念、知見、技術の継承を進めていく学年を超えて理念、知見、技術の継承を進めていく学年を超えて理念、知見、技術の継承を進めていく学年を超えて理念、知見、技術の継承を進めていく 

• ＯＢは監督、コーチを通じて、間接的に現役を後見、支援しＯＢは監督、コーチを通じて、間接的に現役を後見、支援しＯＢは監督、コーチを通じて、間接的に現役を後見、支援しＯＢは監督、コーチを通じて、間接的に現役を後見、支援していくていくていくていく 
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サイエンス・ダイビングサイエンス・ダイビングサイエンス・ダイビングサイエンス・ダイビング（マニュアル）（マニュアル）（マニュアル）（マニュアル）    

中尾洋一  須賀次郎 

サイエンス・ダイビングの研究課題 

１．初心者ダイバーが安全に調査作業ができるシステムの研究と開発 

２．ベテラン研究者ダイバーのソロ・ダイビングの安全確保の方策 

 

 

ダイビングは、すべて自己責任であるが、管理者としては、有意な若者である優秀な

学生の命を絶対に失わせてはならない。ダイビングの事故は、死亡事故に至る可能性が

高いので、事故が起こる可能性を限りなく低く抑えるような方法で潜らせなければなら

ない。一般のスポーツダイビングと比較してオーバーだと思えるほど、安全対策に配慮

しなくてはならない。 

学生のダイビングクラブにおける活動は、１年生から２年生、３年生の前期頃までの

期間を通して、おおむね講習・ダイビング技能の習得・合宿などがメインである。３年

生の後期には、日本水中科学協会の基準に照らし合わせても自立できる活動ダイバーの

域に達している。 

理系の卒業研究テーマに、水中での観察や、採集などの水中活動を必要とする研究を

選ぶならば、ダイビングクラブに所属して 3年生後期までに自立できる活動ダイバーと

なったのちに、研究室配属される 4年生からはダイビングクラブと連携した形で研究を

遂行できれば理想的であるが、入学時から卒論研究でダイビングを利用することを想定

してダイビングクラブに入会する学生はごく限られた意識の高い学生だけであり、たと

えダイビングクラブに所属していても目的が異なるダイビングクラブと研究ダイビン

グを常時連携できるとは限らない。 

一方、例えば東京海洋大学などでは潜水実習が単位対象科目になっているが、ここで

行われる実習は C カードの講習と大差はなく、単位取得後も多くの学生は初級の C カ
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ードを持っている初心者ダイバーのレベルであるため、日本水中科学協会の基準では、

保護管理の必要な訓練生の段階である。 

ダイビングクラブなどに所属したことがなく、研究ではじめてダイビングが必要とな

った学生は、長期のダイビング講習を受ける時間も経済的余裕もない場合が多いため、

研究開始時点では自立したダイバーではない場合がほとんどである。そのような学生を

連れて研究のためのダイビングを行う場合、基準を守ることが自己責任であるという誓

約をした状態で、確実な安全管理下、実習的に調査に参加させる。 

学生に限らず、研究機関・大学の研究者、および海洋高校・水産高校の潜水実習を修

了した生徒の多くも、Ｃカードを取得して、潜水士の資格を持っているというレベルで

あり、訓練生と考えなくてはならない。ダイビングクラブ、潜水部などで、自立できる

ダイバーに育っていない限り、これらの研究者・学生は、保護管理の必要な訓練生であ

り、しかも、絶対に事故を起こしてはいけない立場にある。自分の責任で自立してダイ

ビングができる技量があることを確認したうえで、はじめて研究のためのダイビングを

行うようなシステムを作り必要がある。そのためには、基準に沿った研修、講習、ある

いは検定を行ったうえで、技量確認証である Vカードを発行する必要がある。 

 

１．１．１．１．初心者ダイバーが安全に調査作業ができるシステムの研究と開発初心者ダイバーが安全に調査作業ができるシステムの研究と開発初心者ダイバーが安全に調査作業ができるシステムの研究と開発初心者ダイバーが安全に調査作業ができるシステムの研究と開発    

 

１－１１－１１－１１－１    編成編成編成編成    

    

インストラクターインストラクターインストラクターインストラクターと学生と学生と学生と学生の１：１のバディの１：１のバディの１：１のバディの１：１のバディ    

※ここでいうインストラクターとは、ＪＡＵＳの定めるコーチで良いが、まだコーチの有※ここでいうインストラクターとは、ＪＡＵＳの定めるコーチで良いが、まだコーチの有※ここでいうインストラクターとは、ＪＡＵＳの定めるコーチで良いが、まだコーチの有※ここでいうインストラクターとは、ＪＡＵＳの定めるコーチで良いが、まだコーチの有

資格者がいないので、コーチになれる資格であるインストラクター資格者がいないので、コーチになれる資格であるインストラクター資格者がいないので、コーチになれる資格であるインストラクター資格者がいないので、コーチになれる資格であるインストラクターとするとするとするとする。。。。    

    

訓練生同士二人のバディは安全ではない。また、上級者と訓練生の組み合わせも、学

生を潜水させる場合には、上級者が責任を負えないため、認められない。インストラク

ターの資格を持つダイバーとの１：１のバディならば、常識的に可である。しかし、も

しもインストラクターの側にトラブルが発生した場合、学生が救助できるかは疑問であ

る。また、この場合、インストラクターでなくても、そのポイントに精通したガイドダ

イバーは、インストラクターと同等に扱う。 

 

注意 全般に言えることであるが、科学研究が目標のサイエンス・ダイビングの状況

で、インストラクターとバディで潜水中に事故が起きた場合、インストラクターが加入

している賠償責任保険が有効であるか否か、判断できにくい。疑わしい状況では、保険

がきかないものと予想していたほうが良い。学生であっても、すべて自己責任である。 

なるべく高額な、普通傷害保険もしくは国内・海外旅行保険に加入しておく。 
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インストラクターインストラクターインストラクターインストラクター    １１１１人と学生のバディ、１：２のユニット人と学生のバディ、１：２のユニット人と学生のバディ、１：２のユニット人と学生のバディ、１：２のユニット    

もしもの場合、２：１で救助ができるから、１：１のバディよりも安全性が高い。 

訓練生の一人がトラブルを起こした場合、もう一人の訓練生をその場に置き去りにして

トラブルに対処することは絶対に行ってはならない。水中活動基準にも明記してあるよ

うに、置き去りにした一人が事故を起こすのは、古典的な事故パターンである。 

 

インストラクターインストラクターインストラクターインストラクター    １人と二つのバディ１人と二つのバディ１人と二つのバディ１人と二つのバディ    

水中で二つにわかれてしまう可能性が高い。透視度が１０ｍ以上あるならば、可であ

るが、透視度が８ｍ以下の場合には、二つのバディの一つには、信頼できる上級者（出

来ればリーダー資格を有するダイバー）を入れ、できるだけ離れないように努力し、離

れた場合の処置も明確に決めておく。後述するマークラインを使うことで、離れないよ

うにすることが可能になる。 

 

１－１－１－１－２２２２    マークラインを使用する方法マークラインを使用する方法マークラインを使用する方法マークラインを使用する方法    

 

マークライン（巻尺）マークライン（巻尺）マークライン（巻尺）マークライン（巻尺）    

使用するマークラインは、長さ５０ｍの測量用の巻尺である。現在普通に入手できる

巻尺であるが。耐久性も強く、５年近く海水中で使用しても、錆びついたり動かなくな

ることがない。他に、ライン調査用の鉛ロープなども使用できるが、巻尺マークライン

は視認しやすく、巻き取るのも容易であるから、ユニットが離れ離れにならないように

するための用具としては、これが適切である。５０ｍで長さが足りないならば、５０ｍ

を２個、バディが一つずつ持って継ぎ足せば良い。 

 

 



 40

 

    

浮力体浮力体浮力体浮力体    

マークラインの端は、１～２キロのウエイト、流れが速ければ４～５キロのウエイト

をつけてブイを浮かべておく。ブイは、SMB でも良いし、瓜型の１０ｃｍ以上のブイ

でも良い。ペットボトルで代用するのも悪くはない。ブイを浮かべるラインは、径５ｍ

ｍ程度のトワインが良い。あまり太いロープは扱いが重くなる。 

毎年行なっている、広島大学の練習船、豊潮丸の調査航海では、６人乗りのゴムボー

トを浮力体として使用している。ゴムボートを使う場合には、細いトワインではなく、

１０ｍｍ程度のロープに５キロのウエイトをつけて、アンカーにする。 

本船からエンジン付き８人乗りのゴムボートを降ろし、ダイバー５～６人と、タンク

を載せ、（タンクは、小ゴムボートにも分けて積む）曳航して、ダイビングポイントに

行く。全員が潜水したら、大型ゴムボートは、他のグループを運搬するために現場を離

れてしまうため、小ゴムボートを浮力体として残す。エンジン付きのゴムボートは全員

が浮上するころに迎えに来る。もしも、迎えに来るまでの間になにかトラブルが生じて

も、このゴムボートに上げれば、救急蘇生法が直ちにできる。また、４人が上がり、２

人がつかまっていれば、各人がばらばらに流されることなく楽に迎えが来るのを待つ事

ができる。 

この方法は波浪が５０ｃｍもあれば曳航することが出来なくなるため、使用できない。

波静かな入江とか、風を遮る陸の陰にまわって潜水する場合にのみ使用可能である。 

 

マークラインを引くマークラインを引くマークラインを引くマークラインを引く潜水（実施例）潜水（実施例）潜水（実施例）潜水（実施例）    

潜降と同時に、マークラインを伸ばしてしまって、ラインに沿って調査をする方法と、

１団となって調査を進行させながら移動して行く方法が考えられる。人数が４人以上で

あれば、あらかじめ張ってしまう方が良い。また、深い潜水で潜水時間が短い場合には、

ラインを伸ばしながら、進んでゆき、巻きながら戻ってくる方法をとる。 

あらかじめ張る場合、アンカーもしくはブイのウエイトにマークラインの一端を結び

つけ、決まった方向にラインをのばす。分かりやすいように、東西方向、あるいは南北

方向にラインをのばす。この場合、その場の地形が掌握できるリーダーが方向を定める。 

ラインを伸ばした方向で、ラインの行き止まりが来たら、ラインを付け足さない限り、

先に進んではいけない。南北に張ったラインであれば、ラインの中間あたりから東西方
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向へならば、ラインを離れて、バディあるいはユニットで移動して調査をしても良い。

もしもはぐれたならば、直ちにラインにもどる。ラインに沿って調査を行う場合、バデ

ィに合図して確認を取らない限り、ラインの向こう側に行ってはいけない。南北に張っ

たラインの西側で調査を行っていて、はぐれたら、バディは西側のみを探す。ラインを

超えて東側に行ってしまっていれば、出会うことが出来なくなる。 

言うまでもなく、バディ、ユニットは、離れ離れにならないようにする。離れてしま

ったときの処置である。 

ラインを巻いて回収するインストラクター（リーダー）は、全員がラインに戻ってい

ることを確認してから巻く。 

 

豊潮丸のダイビングでは、訓練生２名とインストラクター１名のユニット、二つのバ

ディ、合計７名が同時に潜降した。訓練生２名とインストラクター１名のユニットのイ

ンストラクターが定められた方向にマークラインを伸ばす。 

 

 

 

マークラインが常に有効とは限らないが、調査潜水のほとんどの場面で使える。全体

の地形をスケッチするときも、巻尺の目盛を役立たせることもできる。 

ドロップオフのように地形が明確で、しかも流れているところでは、使えない。もち

ろんドリフトダイビングでも使えない。これらについては、別のマニュアルが必要であ

る。 

 

１－３１－３１－３１－３    技能確認証（Ｖ技能確認証（Ｖ技能確認証（Ｖ技能確認証（Ｖerificationerificationerificationerification    cardcardcardcard：：：：VVVVカード）カード）カード）カード）    

 

ここで示した、マークラインを引き、インストラクターを含むユニットで行動するシ

ステムは、十分に安全であるが、このシステム、このマニュアルで、常に研究潜水を行
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うことができるとは限らない。場合によっては研究者（学生を含む）だけで調査研究活

動を行わなければならない場合も生じる可能性は高い。 

研究者だけのユニットで潜水する場合、たとえ潜る水深が浅くても事故の危険性はイ

ンストラクターがいる場合と比較すると高くなる。研究者自身がインストラクターを含

む安全性の高いユニットで経験を積んだ上で、次の段階として研究者だけのユニットに

よる潜水活動を行う段階にすすまなければならない。 

どのくらいの経験と技量があれば、自立したダイバーとして研究者だけのユニットで

調査、研究活動ができるレベルであるのか。ひとつの目安となる技能検定基準が、今回

のシンポジウムで発表したプライマリープログラムである。このコースの研修で技能確

認されれば、研究者（含学生）だけのバディシステムで調査研究活動ができる技能があ

ると認定される。プライマリープログラムには、技能だけではなくて、安全確認のため

の手順（マニュアル）も含まれているから、これを遵守しなければならないのはもちろ

んのことである。 

なお、プライマリープログラムでは、トリムを完全にとって、水平姿勢で、足を海底

に着けることなく、すべての基本動作をしなければならない。これは、自然にインパク

トを与えないためであり、調査対象に衝撃を与えないための基本的姿勢である。また、

海底の泥を巻き上げて視界を悪くしないための技術でもあり、海底に生息するイイジマ

フクロウニ、オニヒトデのように猛毒の刺をもっている生物から身を守るための技術で

もある。学生のダイビングでは、注意不足から、無意識にイイジマフクロウニなどに体

の一部が触れてしまいそうなことがしばしば見受けられる。 

Cカードの講習時点で、トリムと水平姿勢を重点的に練習させ、仕上げとしてプライ

マリープログラムのコースによって技能確認をうける。また、コーチが訓練生の経験と、

心理的な安定性を確認して、技能確認証（Verification card：Vカード）を発行する。 

技能確認証（Verification card：V カード）が習得できない間は、コーチ、ガイド

ダイバーなどに守られたユニットで活動する。 

なお、指導団体の発行するステップアップカードを習得していることが望ましいが、

カードを有していても技能確認試験なしで技能確認証（Verification card：Vカード）

を発行することはできない。ステップアップ講習を確実に習得していれば、プライマリ

ープログラムは、容易にクリアーできるはずである。 

 

２２２２．．．．ベテラン研究者ダイバーのソロ・ダイビングの安全確保の方策ベテラン研究者ダイバーのソロ・ダイビングの安全確保の方策ベテラン研究者ダイバーのソロ・ダイビングの安全確保の方策ベテラン研究者ダイバーのソロ・ダイビングの安全確保の方策    

 

大学には、学生もいるし、ダイビングクラブもあるが、研究機関などで研究のために

潜ろうとする時に、バディが好都合に見つけられないことがある。予算が付けば、ガイ

ドダイバーやプロダイバーを雇用することも可能であるが、必ずしもすべての研究者が

そのための予算を確保できている状態とは限らない。その場合、雇用費を必要としない
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（自立したダイバーの）バディを見つけなければならない。しかしながら、民間のダイ

バーに雇用契約なしのボランティアとして協力してもらうことは現状では難しい。水中

科学協会がボランティアダイバーの登録制度のような形を作れば可能性があるかもし

れないが、現状の話ではない。 

一方、ダイビングに未熟な研究者であればソロ・ダイビングなどは言語道断であるが、

浅い水深での珊瑚礁の研究などの場合、ダイビングとしては比較的容易で安全な状況で

あり、自己責任のスポーツダイバーならば、写真をとるためにソロで潜るようなケース

である。このような場所での研究ダイビングでは、ベテラン研究者ダイバーが、ある一

定の安全対策をたてた上でソロ・ダイビングを行える可能性を検討することも必要であ

る。問題点は、事故が起きた場合の責任であるため、納得のゆく説明が可能な安全確保

の方策を示す必要性がある。 

 

２２２２－１－１－１－１    ケーブルダイビングシステムケーブルダイビングシステムケーブルダイビングシステムケーブルダイビングシステム    

 

安全管理は、水中に一緒に潜るバディだけと限ったものではなく、見方を変えればソ

ロ・ダイビングでも、安全管理下でのサイエンス・ダイビングが可能である。 

スポーツダイビングとは異なり、ほとんどのリサーチ・ダイビングでは、小舟を使う

ことができる。船外機付きの小舟、もしくはゴムボートが使える。もちろん、それ以上

に大きい漁船を使用する場合もある。この場合、ケーブルダイビングシステムによるダ

イビングが可能である。 

ケーブルダイビングシステムとは、３～５人のダイバーを引き上げる強さをもった合

成樹脂で被覆した通話ケーブルを用いたダイビングシステムである。このケーブルは、

中性浮力であり、水中でまっすぐにのび、船上への取り込みも容易である。ケーブルの

長さは１００ｍ、ボートの上には、インターフォンのような通話機を置き、船上で安全

管理者が音声をモニターする。ダイバーの側には、マイク・レシーバー兼用の小さい防

水スピーカーがついている。ダイバーは、フードをかぶり、フードの内側、喉のあたり

にスピーカーを挟む。これで、ダイバーのトーク、呼吸音は、船上に送られる。ダイバ

ーがマウスピースをくわえていれば、話声は明瞭には聞き取れないが、ダイバーの手信

号に比べると、より多くの意志を伝えることができる。通話機は、通常では、ダイバー

の声をモニターしているので、船上のスピーカーから、ダイバーの呼吸音はいつも船上

の安全管理者聞こえている。ダイバーに異常があれば、すぐにわかる。危なければ、ダ

イバーにケーブルを保持させて引き上げれば良い。船上から水中のダイバーに向かって

話すときは、プッシュトークで、ボタンをおして、マイクから話せば、ダイバーに明瞭

に伝わる。このシステムをスクーバダイビング全般に使用した場合、ケーブルにつなが

れているとはいえ、呼吸ガスを送るホースではないため、いつでもマイクを放してケー

ブルから離れることもできる。緊急の場合にはケーブルを手繰れば船に上がることも可
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能である。 

須賀は、テレビ朝日のニュースステーションで、娘の須賀潮美の水中レポートシリー

ズを撮影し、この有線通話機とほぼ同じシステムで、世界の海を撮影してまわった。１

００ｍのケーブルでどこにでも行けた。ボートも一緒に動けば１００ｍで充分である。

ダウンカレントに引き込まれたこともあり、流氷の下でレギュレーターが凍ってしまっ

たこともある。いつでもケーブルで引き上げられて無事だった。 

ちょうどそのころ、須賀の経営する調査会社、スガ・マリンメカニックで、減圧停止

中に、ダイビング事故で、若い社員が亡くなった。原因は不明であるが、減圧ロープに

一人でつかまって減圧を行っていた最中に事故が起きた。誰かがそばにいれば救助でき

た可能性は高く、もしも有線通話機でつながっていれば、助けを呼ぶ声が聞こえたはず

である。 

このシステムを商品化して普及させればダイビングの安全性を格段に向上させるこ

とが可能になると考えて、亡くなった若者の名前、輝之の一字をとって、テ・ルという

会社を作り、販売したが普及しなかった。アマチュアのスポーツダイバーはケーブルに

繋がれた安全を好まず、プロの作業ダイバーは、送気ホースに這わせるようにして有線

通話機をすでに使っているため必要がなかったのが原因である 

 

 

しかしながら、このシステムをソロ・ダイビングで使用すれば、有線ケーブルを仲介

して、ボート上の安全管理者とバディで潜ることができる。ボート上のバディは、一緒

に潜るバディよりも頼りになる。こちらが救助する必要もなく、救助される時もボート

に引き上げられるのだから、意識を失ってバディに曳航されるような事態よりも確実に

安全である。 
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ソロ・ダイビングへの応用だけでなく、ケーブルの先端にインストラクターを置き、

メンバーはケーブルにそって展開すれば、前の項のマークラインを使うダイビングと同

様のシステムとなることがわかる。この場合、インストラクターは船上と交信可能であ

る分だけ、より安全なシステムとなりうる。 

海底の捜索、バリアフリーのダイビングなど、日本水中科学協会が取り組むべき形態

のダイビングに対しても、ケーブルダイビングシステムの可能性が広がると思われる。 
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   龍泉洞の潜水調査 

  

龍泉洞は、岩手県岩泉町に所在する日本 3 大鍾乳洞のひとつで、1938 年に「岩泉湧窟とコ

ウモリ」として国天然記念物に指定されている。洞内は、「ドラゴン・ブルー」と呼ばれる

高い透明度の地底湖の存在で知られ、現在第 3 地底湖まで一般に公開されている。 

 

2009 年以降以下の 2 回の潜水調査を「日本洞穴学研究所」が主催し、再開実施した。 

1. 第 15 次龍泉洞調査：第 1 次潜水調査-2009 年 12 月 29 日〜2010 年 1 月 4 日 

2. 第 16 次龍泉洞調査：第 2 次潜水調査-2010 年 2 月 11 日〜2 月 14 日 

これらの調査は、1968 年 12 月 5 日に潜水調査中の事故が起きて以来、41 年ぶりの公式調

査となった。 

 

今回の潜水調査の主要な目的は； 

1. 龍泉洞全体の再測量調査が 2005 年から開始され、2008 年 12 月までに 13 回の再測量

調査を実施したが、第 13 次調査での陸上調査期間中に、新たに 2 つの地底湖（第 7 お

よび第 8 地底湖と命名）を発見した。 

2. この 2 つの地底湖は、1962 年から 68 年にかけて「日本ケイビング協会ビーバー集団」

が行った潜水調査で報告された B 洞 C 洞と推論したが、過去の記録での方位と 13 次

調査での方位にずれが生じていた。 

3. この方位のずれを検証確認するには水中からの調査が不可欠と判断した。 

 

潜水測量調査を行う際に考慮すべき問題点； 
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1. 閉鎖環境 

2. 予想最大深度：60m 

3. 低水温：摂氏 9℃ 

4. コミュニケーション 

5. 緊急事態発生時 

6. 準備と生活習慣 

 

1. 閉鎖環境 

� バディ・チームは、安全性確保を高く維持するため 3 人編成とした 

� ガイド・ラインの設置 

� 呼吸ガス計画は 1/3 原則を徹底し、厳格に管理 

� 照明 

� ダイバー：HID キャニスターライト+2LED 予備ライト 

� 洞内システム：500 ワット 100m 有線ライト x2 灯 

2. 予想最大深度：60m 

� 呼吸ガス 

� ガス・ナルコシスの回避を目的に、END (Equivalent Narcosis Depth)を 30m 以

下に管理 

� Trimix18/45 を選択 

� 減圧ガス 

� 水深 21m から 9m までを EANx50 を使用 

� 水深 6m から水面まで酸素を使用 

� 酸素減圧システムを構築し、陸上から水深 6m まで 3 台のセカンド・ステージを

懸垂設置 

3. 低水温：摂氏 9℃ 

� ハイポサーミアが懸念され、同時に減圧に不利 

� 対応策： 

� ドライ・スーツにアルゴン・ガスをインフレーションする 

� 減圧ソフト・ウエアを計画に使用し、最大水中滞在時間を 1 時間未満に管理 

4. コミュニケーション 

� 水中－水中（ダイバー） 

� ライト・シグナル 

� 水中ノートの活用 

� 陸上－陸上 

� 第 7 地底湖－指揮所（第 3 地底湖）－事務所の 3 点をインター・カムで連結 

� ケイバー・チームとダイバー・チームとのコミュニケーションを確立 
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� 緊急時における外部との連携を図る 

� 水中−陸上 

� ガイド・ライン沿いに水中 VTR カメラを設置し、陸上のモニターでダイバーの通

過と帰還を観察 

� 必要に応じてサポート・ダイバーを待機 

� 第 7 および第 8 地底湖にケイバーを配置し、水面の気泡を確認し報告 

� 第 7 地底湖から水深 40ｍ地点まで指標ライトつきのラインを懸垂し、B 洞と第 7

地底湖の関係を検証 

5. 緊急事態発生時 

� 緊急時対応フローと緊急連絡先リストを含む計画書の作成 

� 救急器材、AED、酸素吸入器材 

� 100m フーカー・マスクと 100m カービィ・モーガン・マスク 

� 上記バンド・マスク用に Trimix 18/45 を 7,000L 親瓶で準備 

� 救急医師の待機 

� 岩手医科大学と連携しドクター・ヘリ要請を準備 

� 参加者への救急トレーニング 

6. 準備と生活習慣 

� チーム・メンバーの選択 

� 資格と経験はもちろん成熟した人格とチームプレイヤーであることを優先 

� 器材の調達と準備、作動確認と調整 

� 低水温環境に適応する目的で淡水湖での訓練を実施 

� 現地での生活習慣 

� 活動時間－08:00-17:00 

� 集中力を維持するために緊張と弛緩を明確化 

� 喫煙－禁煙者のみでチームを構成 

� 飲酒－期間中は制限 

 

第 1 次および第 2 次潜水調査期間中、準備と撤収のための潜水を含め合計 16 回の潜水を行

った。その結果； 

1. 過去に報告されている B 洞が第 7 地底湖、C 洞が第 8 地底湖に該当することを確認し

た。 

2. 第 3 地底湖湖底から第 5 地底湖入口と思われる洞壁までガイド・ラインを設置して測

量を完了し、測量図を完成させた。 

 

以上 
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日本におけるセルフダイビングの現状と課題日本におけるセルフダイビングの現状と課題日本におけるセルフダイビングの現状と課題日本におけるセルフダイビングの現状と課題    

               ＪＡＵＳセルフダイビング研究会 吉田俊夫 

 

 本発表では、日本国内でのセルフダイビングの

現状と課題について、セルフダイビング研究会にて

これまで議論してきた内容を、レジャーダイバー

（個人的な興味・趣味でスキューバダイビングを楽

しむ者）の立場から発表した。 

また、セルフダイビング研究会は、活動を開始し

てから日が浅いため、具体的な結論や提言を出すの

ではなく、今回はこれまでの議論と問題・課題提起

としての発表とした。 

 

セルフダイビング研究会はレジャーダイバーから

研究者、ダイビングサービス経営者、現役インスト

ラクターなど様々な立場の人間が参加し、それぞれ

の立場を超えて、セルフダイビングの安全について

の議論を行ってきたが、その議論は毎回、ダイビン

グの安全管理やダイビング業界における矛盾点な

どになってしまう。要するにセルフダイビングに

ける問題点は、ダイビング業界全体の問題点・矛

盾点と本質的に同一であるということではないで

あろうか？ 

日本におけるセルフダイビングの現状と課題

日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会日本水中科学協会 セルフダイビング研究会セルフダイビング研究会セルフダイビング研究会セルフダイビング研究会

吉吉吉吉 田田田田 俊俊俊俊 雄雄雄雄

■■■■はじめにはじめにはじめにはじめに

• 本セッションは、JAUSセルフダイビング研究会がお

こなっている活動の進捗状況や議論の内容のご紹
介が中心です

• 本資料の内容は、決定事項や結論ではなく、議論
過程にあるものであり、今後研究が進むにつれ変
わってくる場合があります

■■■■これまでの活動これまでの活動これまでの活動これまでの活動

• JAUS有志による会合とメーリングリストにて、議論を展開
– 会合3回（参加者10名前後）

– メーリングリスト（現在14名参加）

• メンバーは、レジャーダイバーから研究者、ダイビングサービ
ス経営者、現役インストラクター等々、多種多様な立場
– 立場によって、意見が異なる しかし、本質的な部分は一緒？

• セルフダイビングの定義、実態等々を議論しているが、議論
はいつもダイビングの安全管理やダイビング業界における矛
盾点などの方向に�
– 現在ダイビングの世界で顕在化しているもしくは未だ顕在化していな
い様々な問題とセルフダイビングに関する問題は、本質的には同
等？
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■■■■セルフダイビングの定義セルフダイビングの定義セルフダイビングの定義セルフダイビングの定義

• 定義が明確であるようで�でも、議論すると立場によって色々と�

– 勝手に潜ること？

– ガイドをつけないダイビング？
• インストラクターなどプロ資格持っている人と潜る場合は？？？

– 英語にはそんな言葉ない
• バディ潜水の方がいいのでは？

– ガイド付きダイビングもバディで潜るよね？

– そもそもセルフダイビングって言葉が存在するのが、おかしい
• 元々ダイビングはセルフだったはず�

– 研究者が安全管理者をつけずに潜るのもセルフダイビングでは？？
• そもそも研究者はどのようなダイビングをおこなっているのか？？？

※セルフダイビングの定義は、立場によって色々なので、今後も議論していく必要有
本資料では、この後、セルフダイビングとは、「レジャーダイバーがガイドなどを
つけずに、自己責任によるバディシステムでダイビングを楽しむ行為」とします

参
加
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
主
な
発
言

セルフダイビングという言葉に対する定義や

考え方も、立場やこれまでの経験等により様々で

あり、今後、正しい定義を行っていかなくてはな

らない。 

研究会メンバーの 1人の意見として「セルフダイ

ビングという言葉は、和製英語であり、そもそも

セルフダイビングという言葉が存在するのがお

かしい。ダイビングとは、本来自己責任において

行うべきものであり、セルフダイビングと安全

管理を他人に依存するガイド付きダイビングを

区別する必要がないはずである。」というものが

あったが、これは、日本におけるダイビングス

タイルに対する問題を端的に表しているもので

はないだろうか？ 

 

 日本国内において、レジャーダイバーがガイ

ドを付けずにダイビングをおこなうことに対し

ては、そのダイビングポイントごとに様々な条

件があり、その条件を満たした者のみダイビン

グを行うことができる。その条件に合わない者

は、ダイビングショップのガイドなどを伴って

潜らなければならない。 

 このような条件は安全管理上必要なものであ

るというのは理解できるが、その条件の設定が

実態とあっておらず、本来そのポイントに潜る

スキルがあるものが潜れなかったり、逆に潜れ

るスキルがないのに潜れてしまうなど、様々な

矛盾が存在する。それがセルフダイビングによ

る事故が発生する理由のひとつであるのではな

いだろうか？ 

 JAUSの Vカードが認知され活用されること

により、これらの問題解決に貢献可能となるは

ずである。 

  

 ダイビングショップのガイドを伴って潜るダイビングも楽しみ方の一つであるが、ガイ

ドを伴ったダイビングには、集合時間やコースが決まっているなど様々な制約があり、レ

■■■■日本国内でのセルフダイビングの現状日本国内でのセルフダイビングの現状日本国内でのセルフダイビングの現状日本国内でのセルフダイビングの現状

• ポイントによりローカルルールがあり、様々な制限が存在する

セルフダイビングの制限の例

• Cカードを持っていれば条件無し
– あくまでも自己責任であるので、制限しない

• 一定の条件の下で許可
– 本数○○本以上、レスキューダイバー以上等

• プロ同行により許可
– 保険加入のダイブマスター・インストラクターの責任で許可等

• 個別に許可
– ダイバーの技量を見て、現地サービススタッフ等が判断

• 一切不許可
– ショップのみしか受け付けない

■■■■ローカルルールの矛盾点ローカルルールの矛盾点ローカルルールの矛盾点ローカルルールの矛盾点

– タンク本数○本での判断
• タンクの本数だけで、技量が判断できるのか？？

– カードランクでの判断
• Cカードと技量はマッチしていないのが現状

– 保険加入のプロ資格
• セルフダイビングに保険が適用できるのかはグレー

– ショップ限定
• ショップだからと言って技量があるわけではない�

とは言えとは言えとは言えとは言え�何らかの線引きは必要！何らかの線引きは必要！何らかの線引きは必要！何らかの線引きは必要！

■■■■なぜセルフダイビングを行いたいのか？なぜセルフダイビングを行いたいのか？なぜセルフダイビングを行いたいのか？なぜセルフダイビングを行いたいのか？

• 「レジャーダイビング」と一口に言っても求めるもの
は多種多様、自分流の楽しみを行うためにセルフダ
イビングを選択したい

– 朝早く起きるのは苦手�

– 団体行動したくない�

– マイペースでのんびり潜りたい�

– 好きな魚の写真を自由に撮りたい�

– 好きな地形を楽しみたい�

– いつも同じコースじゃつまらない�

– できるだけ安く潜りたい�
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ジャーダイバーが求めるダイビングスタイルをすべて満たすことは不可能である。自分た

ちの求めるダイビングスタイルを実現するために、レジャーダイバーはセルフダイビング

という選択肢を求めているのである。 

 セルフダイビングが制限されているのは、過去

の経緯や様々な利害関係者の思惑等、様々な理由

があるが、レジャーダイバーの立場から問題視し

ているのは、このような制限を設定するにあたっ

て、我々レジャーダイバーの意見が反映されてい

ないことである。 

 ダイビングを取り巻く団体には、指導団体や地

域の安全協議会など様々存在するが、その団体の

ほとんどが、レジャーダイバーを相手にビジネス

を行っているいわゆるプロである組織や個人の集

まりである。 

行政や漁協などがダイビングに対する規制やル

ールを作るにあたっては、これらの団体からの意

見や見解を元にしており、結果として我々レジャ

ーダイバー、つまり「ユーザ」の立場からの意見

が反映されにくい仕組みとなっている。 

 ダイビングに関するルールや規制については、

消費者不在の状態で行われているである。 

これが、レジャーダイビング業界が衰退している

理由のひとつではないであろうか？ 

 

消費者であるレジャーダイバーの意見が反映さ

れていないため、ある程度の経験を積んだレジャ

ーダイバーは、自分たちの求めるダイビングスタ

イルを実現できないため、ダイビングを行っても

楽しくなくなり、結果としてダイビングをやめてほかの趣味に移って行ってしまっている

ということである。 

 

しかし、問題は業界側だけにあるわけではなく、安く潜りたいからと十分なスキルを持

っていないにも関わらず安易にセルフダイビングを行っているダイバーやルールやマナー

を無視しているダイバーの存在など、レジャーダイバー側にも問題はある。 

 

これらの課題の解決には、業界に携わるプロ、レジャーダイバー双方が歩み寄り、前向

■■■■なぜセルフダイビングが制限されるのか？なぜセルフダイビングが制限されるのか？なぜセルフダイビングが制限されるのか？なぜセルフダイビングが制限されるのか？

• 事故が起きた場合の安全管理に対する責任問題
– タンクを貸したサービスが責任追及される

• 警察や海保など、行政からの指導
– セルフダイバーの事故が起きると指導が入る

• ダイバーの質
– 安全管理のできないCカードホルダー

• 様々な利権
– 漁業権、ショップの利益、団体の利益 etc�..

■■■■セルフダイバー側の問題セルフダイバー側の問題セルフダイバー側の問題セルフダイバー側の問題

• スキルが伴わない、自分のスキルを過信しているセルフダイ
バー
– 例：DM資格を持ちながらもエントリー方法が自己判断できなない、且

つポイントの地形を理解していないのに、無理をして迷子になる

• 安全管理を依存するセルフダイバー
– 例：セルフダイビングを単純に安く潜れる方法だと捉えていて、リーダ
やプロ資格保持者をショップガイドと同等に考え依存する

• マナーの悪いセルフダイバー
– 例：ポイントのローカルルールを守らず、且つ漁師さん等地元の人に
対して、挨拶をしないなど、反感を買う態度を取っている

■■■■セルフダイビングの業界的メリットセルフダイビングの業界的メリットセルフダイビングの業界的メリットセルフダイビングの業界的メリット

• セルフダイビングを普及させ、ダイビングに対する選択肢を
増やすことで、最終的にはダイビング業界の発展につながる

– ガイド付きダイビングはマンネリ化し、ある程度年数が経つとダイビン
グを止めてしまう人が多い
（その他、迷子ダイバー、燃え尽き症候群などもある）

– セルフダイビングを行いたいという人に対するトレーニングやポイント
案内などの新たなサービスメニューを構築できる

– 安全管理とガイドの違いを理解するダイバーが増えることで、ショップ
スタッフは安全管理から開放され、質の高いガイドを行えるようになる

– 楽しみ方が多様化しダイバー人口が増えることにより、器材メーカ等
も研究開発費により多くの資金が投入できるようになり、今よりも安
全で安価な革新的器材が開発される可能性が高まる
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きな議論を行って解決していくべきである。 

それにより、ダイバーの数が増え、結果として業界が潤うようになるだけではなく、レジ

ャーダイバーの安全意識の向上や、新たな器材の開発のための投資などが可能になり、よ

り安全で快適なダイビングが行えるようになるはずである。 

 

 ダイビングの世界では、バディシステムを維持

することが、安全に潜るための鉄則であるといわ

れているが、バディシステムが安全面で有効とな

るためには、バディを組む人間それぞれが自立し

たダイバーとして、他人に委ねることなく自己責

任で潜れるスキルを持っていることが必要である。 

バディの一方が補助を必要とするということは、

もう一方のダイバーにリスクを与えていることと

なる。 

つまり、安全なダイビングを行うためには、スキルを向上させ他人に委ねることなく自

立したダイバーとして、安全管理を自分自身で行えるようになっていなくてはならない。 

 

 レジャーダイバーが、自由にセルフダイビング

をできる環境を作ることは、結果としてレジャー

ダイビングの安全性の向上、業界の発展につなが

る。そのため、レジャーダイバー、ダイビング業

界双方が協力し合い、また行政、漁協なども含め

た利害関係者すべてが協力し、環境作りをしてい

くべきではないであろうか？ 

 

今回の発表および今後のセルフダイビング研究会の活動が、環境作りの一助となれば幸い

である。 

 

【最後に】【最後に】【最後に】【最後に】    

本発表は時間的な制約もあり質疑応答等十分な議論ができなかったが、シンポジウム後

様々な人から、ご意見をいただいた。 

その多くは肯定的なものであったが、ダイビング業界の方々からは批判的な意見もいく

つかいただいた。 

批判的な意見を総括すると、レジャーダイバーは安全管理ができないし、したいとも思

っていないのではないではないかということであった。 

確かにそのようなダイバーは存在する。いや、現在のレジャーダイバーの多くは、そうい

■■■■バディシステムの安全方程式バディシステムの安全方程式バディシステムの安全方程式バディシステムの安全方程式

• バディシステムの安全性は、掛け算で考える
– × 自己管理スキルのない初級ダイバー→0.8

– ○ 最低レベルの自己管理スキルを持つ中級ダイバー→ 1.0

– ◎ 他人をサポートできる上級ダイバー→ 1.2

1.2×1.2

＝1.44

安全確保

1.2×1.0

＝1.2

安全確保

1.2×0.8

＝0.96

危険！

◎◎◎◎

1.0×1.2

＝1.2

安全確保

1.0×1.0

＝1.0

安全確保

1.0×0.8

＝0.8

危険！

○○○○

0.8×1.2

＝0.96

危険！

0.8×1.0

＝0.8

危険！

0.8×0.8

＝0.64

危険！

××××

◎◎◎◎○○○○×××× •スキルのないダイバー同士のバディは、
非常に危険

•上級ダイバーでもスキルがない人と
バディを組むのは、自らの安全性が低下
している

•最低スキルのダイバー同士のバディは、
単独で潜水しているのと同等
（自己管理で精一杯）

•上級ダイバー同士のバディは、
単独で潜水するよりも安全性を
向上させられる
（バディシステムのあるべき姿）

安心、安全で楽しいダイビングを行うために、
スキル向上を目指して継続的なトレーニングを
行い、上級ダイバーを目指しましょう

■■■■まとめまとめまとめまとめ

• セルフダイビングを安全･快適に行えるようにするには、ダイ
ビングサービス、現地漁協、行政等の理解と協力が不可欠

• 自立したダイバーとしての安全管理体制の遵守と自己責任
で潜れるスキルが必要

• セルフダイビングで潜れることを目指すことで、自ずと安全管
理ができるようになり、スキル向上につながる
（ガイド付きダイビングでも、より楽しめるようになる）

セルフダイビングの安全に関する課題・問題は、ダイビング全体に
おける課題・問題と本質的に同等です。
従って、セルフダイビングを自由に行えるための活動をすることで、
ダイビングの安全性と発展に寄与することになります。

※セルフダイビング研究会に参加していただける方を募集しています。
JAUS会員でセルフダイビングについて興味のある方は、立場や経験に関係なく参加可能です。
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う意識の人たちである。 

そのようなダイバーの存在があるからこそ、ダイビング業界が業として成り立っており、

また、そのような意識で手軽にダイビングを行える環境作りをしてきたからこそ、日本の

ダイビング業界が発展したのであって、これを否定することはできない。 

しかし、そのようなダイバーと自立して自由に潜りたいと思っているダイバーは異質な

ものであり、その両方を同一視するべきではない。 

また、そのようなダイバーの中には、セルフダイビングという選択肢があることを知らな

い人も多々存在する。 

そのような人たちにセルフダイビングという楽しみ方があることを伝えていき、且つセ

ルフダイビングを行えるスキルを身につけるためのトレーニング環境作りが必要ではない

かと考える。 

これは、今後のセルフダイビング研究会で議論していくテーマのひとつとして取り上げ

ていきたい。 
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レジャータイバーを対象とした減圧症のレジャータイバーを対象とした減圧症のレジャータイバーを対象とした減圧症のレジャータイバーを対象とした減圧症の発症発症発症発症誘因誘因誘因誘因の検討の検討の検討の検討    

 

鈴木直子 1)、柳下和慶 2) 、椎塚詰仁 1)、外川誠一郎 2) 、加藤剛 2)、小島泰史 2)、芝山正治 2)、

山本和雄 1)、眞野喜洋 2) 

 

1) 株式会社オルトメディコ 

2) 東京医科歯科大学医学部附属病院高気圧治療部 

 

背景と目的  

 

減圧症発症には様々な要因が考えられている。しかし、これまでの研究の多くは単一また

は少数の因子の検討に限られ、発症要因間の相対的重要度に言及したものは少ない。このよ

うな背景をふまえ、我々は減圧症を発症したレジャーダイバーと発症しなかった対照群につ

いて、ダイビングの前・中・後の身体状況、環境、行動を調査し、減圧症発症の誘因を検討

した。 

 

対象と方法  

 

減圧症群は、本院を受診し、減圧症と診断された患者 195 名とした。対照群は、伊豆半島

にて直近のダイビングを行った健常ダイバー161 名とした。両群に対し、減圧症の誘因とし

て推測される個人のプロフィール、当日の体調、および潜水深度や本数などのダイビングプ

ロフィールに関する 32 項目の因子を調査し、各因子の減圧症発症への関与を統計学的に検

討した。統計学的検討については、クラスタ解析の結果に基づいて対象を層別し、各層ごと

に上記の各因子について、Wilcoxon の順位和検定を行うことにより 2 群間比較を行い、さ

らにオッズ比を求めることによりリスクの大きさを評価した。 
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結果と考察 

 

クラスタ解析の結果に基づいて「一日最大 3 本以上潜ったか否か」「水深 30m 以深に潜っ

たか否か」によって対象者を 3 層に分け、層別解析を行った。オッズ比が高く減圧症の重要

なリスクファクターと考えられた上位 8 因子は表 1、オッズが低く減圧症の予防因子と考え

られた上位 6 因子は表 2 の通りである。30m より浅い、一日 2 本以内の潜水を行ったにも関

わらず減圧症に罹患した者については、層別解析の結果より、「当日の体調不良」なども誘

因になっていると考えられた。 

 

項目 

グループ 1 

水深 30m 未満 

潜水 2 本以下 

グループ 2 

水深 30m 未満 

潜水３本以上 

グループ 3 

水深 30m 以上 

潜水３本以上 

全体 

オッズ比 

DCS Control DCS Control DCS Control DCS Control 

p 値 p 値 p 値 p 値 

一日３本以上潜ったか 
    

66% 15% 56% 11% 
10.96  

<0.001 <0.001 

浮上中、ダイブコンピュータのスピード超過警

告アラームが鳴りましたか？ 

60% 18% 50% 20% 57% 15% 56% 17% 
6.00  

<0.001 N.S. <0.01 <0.001 

これまで減圧症にかかったことがありますか 24% 4% 11% 8% 20% 0% 18% 4% 
5.85  

<0.001 N.S. <0.05 <0.001 

下痢または嘔吐などがあり、脱水ぎみでした

か？ 

8% 2% 5% 0% 9% 4% 8% 2% 
4.39  

<0.05 N.S. N.S. <0.05 

ダイビング中、息切れするくらい泳ぎました

か？ 

20% 3% 13% 15% 15% 8% 16% 5% 
3.62  

<0.001 N.S. N.S. <0.01 

ダイビング前から疲労がありましたか？ 17% 6% 28% 31% 28% 15% 25% 9% 
3.18  

<0.05 N.S. N.S. <0.05 

水深 30m 以上に潜水しましたか？ 
      

38% 16% 
3.18  

<0.001 

ダイブコンピューターに減圧停止の指示が出

ましたか？ 

20% 10% 19% 20% 59% 38% 38% 17% 
3.08  

N.S. N.S. N.S. <0.001 

表表表表 1111 オッズ比が 3 を上回った（減圧症のリスクファクターと考えられる）8 項目。割合は各群でそれぞ

れ「はい」と答えた者の割合を示す。DCS は減圧症群、Control は対照群。p 値は群間比較の検定結

果。 
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項目 

グループ 1 

水深 30m 未満 

潜水 2 本以下 

グループ 2 

水深 30m 未満 

潜水３本以上 

グループ 3 

水深 30m 以上 

潜水３本以上 

全体 

オッズ比 

DCS Control DCS Control DCS Control DCS Control 

p 値 p 値 p 値 p 値 

安全停止中も泳ぎましたか？ 25% 48% 21% 77% 22% 42% 23% 49% 
0.30  

<0.01 <0.001 <0.05 <0.001 

ダイビング中、寒く感じましたか？ 27% 53% 28% 54% 28% 62% 28% 54% 
0.33  

<0.01 N.S. <0.01 <0.001 

ダイブコンピューターを携帯していましたか？ 51% 80% 59% 77% 78% 100% 64% 83% 
0.37  

<0.001 N.S. <0.05 <0.001 

今回の一連のダイビングについて、水面休息

時間はすべて 1.5 時間以上でしたか？ 

53% 55% 11% 15% 28% 65% 30% 53% 
0.39  

N.S. N.S. <0.001 <0.001 

安全停止を 3 分以上行いましたか？ 66% 89% 85% 92% 88% 100% 80% 91% 
0.41  

<0.001 N.S. N.S. <0.01 

ダイビング前にダイブテーブルを引きました

か？ 

14% 21% 11% 38% 8% 15% 11% 21% 
0.45  

N.S. <0.05 N.S. <0.01 

表表表表 2222 オッズ比が 0.5 を下回った（減圧症の予防に関連していると考えられる）6 項目。「睡眠不足（6

時間未満）でしたか」も 0.5 を下回ったが、対照群の取り方の影響と考えられるため除外している。 
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調査調査調査調査・・・・科学潜水科学潜水科学潜水科学潜水とととと減圧症減圧症減圧症減圧症    

 

東京医科歯科大 高気圧治療部 外川誠一郎 

 

調査・科学潜水は、一般のリクリエーションの潜水プロファイルと大きく異なるものが

含まれている。 

大深度潜水となることも多いと思われるが、これについては現在、 

・ナイトロックス 

・トライミックス・ 

・それらを応用したテクニカルダイビング・ 

・リブリーザー 

・飽和潜水 

などの潜水の方法が開発され利用されてきている。 

しかし、調査・科学調査潜水の中には、 

・最大深度は浅いが極端に長時間の潜水 

・極めて回数の多い潜水（いわゆるヨーヨー潜水） 

・水温の極端に低い潜水 

・高所の潜水 

などが潜水も含まれ、正確に減圧症を防ぐ手立てについて検討される機会の少ないものも

ある。特に、浅く長時間の潜水については、減圧症は生じ得ないのではないかと思われ、

検討さえなされていないというのが、現状ではないだろうか。 

  

まずは、一例を紹介してみたい。 

症例は、水産研究所の研究員である。 

潜水プロファイルは表１のようであった。 
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症例の経過は、次のようになる。9月 16 日に両上腕痛出現し、9月 20 日になっても疼痛

軽減しなかったため前医に受診。減圧症かもしれないとの診断にて US Navy Table5 施行

されるが、当日は症状に変化なく、9月 21日に疼痛増悪している。 

この後、更に潜水調査が継続され（表２）、10 月 7 日、10 月 8 日、10 月 14 日に潜水。

10 月 7 日より腰痛出現。10 月 10 日より両上腕痛増悪し、10 月 19 日に当院を初診してい

る。 

当院初診時、筋力は正常で、関節痛はない状態であったが、温度覚と痛覚の低下と過敏

部位を認め、まだら様のパターンにて減圧症の典型的な障害に思えた。US Navy table6 施

行したところ、HBO 施行中に、左膝・左前腕に疼痛出現し、HBO 施行後には、知覚の改

善が認められたため、減圧症と診断している。 

その後何回か再圧治療を継続し、しびれなどの自覚症状は残存したが、明確な神経学的

な異常所見は消失したため終了とした。 

ただし、その後も同様な潜水調査のたびに自覚症状が増悪し、たびたび当院を再診して

いる。 

 

本例の場合は、浅いが長時間の潜水という極端な潜水プロファイルとなっているが、調

査・科学潜水ではこのような極端な潜水が多くなると思われる。海亀の調査にて亀ととも

に潜行、浮上を繰り返して減圧症を発症した例や、浅い水深ではあるが湾内を数時間かけ

て一周し調査終了後に意識が無くなった例などもあった。 

 

このような潜水に対して、今日まで医療側も何もしてこなかったわけではない。 

1999 年の日本高気圧環境医学会のシンポジウムにおいては、調査潜水のシンポジウムも

開催されている。以下はその時の講演内容である。 

・日本の科学潜水の現状と海洋科学技術センターの取り組みについて     

岡本峰雄 海洋科学技術センター 

・魚類生態研究のための呼吸器と潜水システムについて     

William C.Phoel Undersea Research Foundation Ltd. 

・日本の科学潜水者のための新しい減圧表の開発     

R.William Hamilton Hamilton Research Ltd  

・アクエリアス 2000計画  

N.Eugene Smith NOAA, UURP 

・海中研究室「アクエリアス」を用いたサンゴ礁研究について     

野島哲 九州大学理学部天草臨海実験所 

確かに調査科学潜水に対する、医学的なサポートに関する言及はなされている。しかし、

この時の議論はあまり活発ではなく、まとまった成果はあまりないまま終了となっている

ように感じられる。 
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今後は、再度このような調査・科学潜水に関する、医学的な側面からの言及が活発に行

われるべきと感じている。 

 

 

最大深度 潜水時間
9月11日 9.4m 64min

9.1m 38min
9月12日 7.2m 29min

7.2m 10min
5.1m 11min
6.1m 14min
2.9m 123min

9月13日 12.8m 31min
7.5m 34min
7.9m 33min
5.8m 68min

9月14日 26.4m 37min
20.0m 33min  

表１  

 

 最大深度 潜水時間 

１０月７日  ５５ｍ ９９min 

  ６５ｍ ８３min 

１０月８日  ７．１ｍ ７２min 

  ９．４ｍ. ２０min 

１０月１４日  ８．２ｍ. ３８min 

  ５．４ｍ ８４min 

表２ 
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ダイビング後の航空機搭乗と減圧症ダイビング後の航空機搭乗と減圧症ダイビング後の航空機搭乗と減圧症ダイビング後の航空機搭乗と減圧症        ―パラオダイビングの場合――パラオダイビングの場合――パラオダイビングの場合――パラオダイビングの場合―    

 

       芝山正治   駒沢女子大学人間健康学部 

 

１．目的 

 潜水後の航空機搭乗によって減圧症発症の危険性が高まることが知られており、搭乗までの時

間が制限されている 1)。近年、東京医科歯科大学の減圧症患者の中で、パラオでダイビングをした

ダイバーが減圧症で受診するケースが目立ち、その原因の一つが航空機搭乗までの時間が関係

していると思われる。患者カルテから実態を調べ検討したので報告する。 

２．方法 

東京医科歯科大学で減圧障害(減圧症と AGE を含む)と診断されたレジャーダイバーの中で、パ

ラオでダイビングを行ったダイバーを対象とした。期間は 2002 年～2009 年の 8 年間である。航空

機客室内の高度(気圧)を調べるため、SUUNTO X6 の腕時計型測定器を客室内に持ち込み測定

した。 

３．結果 

8 年間のレジャーダイバーの減圧障害総件数は 2,215 件、うちパラオでダイビングをしたダイバ

ーは 85 件(3.8％)である(表 1)。航空機搭乗までの時間は 24 時間以上が 35 件(41.2％)、24 時間未

満が 50 件(58.8％)であった。24 時間未満の平均時間は 14.7±2.7 時間であった(表 2)。ダイビング

日数は平均 3.9±1.5 日、その間に平均 10±4.0 本のダイビングを行い、1 日の平均タンク本数は

2.6±0.6 本であった。航空機客室内の高度(m)は、パラオ発の帰国便 2 回で測定し、高度は

1,700m～2,000m であった(図)。 

４．考察 

Freiberger JJ ら 2)はダイビング後の航空機搭乗までの時間と減圧症発症の関係は、24～28 時間

は 1.02 倍、20～24 時間は 1.84 倍、20 時間以内は 8.5 倍であり、複数回のダイビングでは 18 時間

以上でなければ航空機搭乗は好ましくないと報告している。パラオでは平均 2.7 本と、ほぼ 1 日に

3 本のダイビングを行っている。本研究では、ダイビング後の航空機搭乗時間を 24 時間と設定した。

結果として、パラオでダイビングをして、減圧障害と診断されたダイバーの 60％が 24時間未満に航



 61

空機に搭乗しており、その平均が 14.7 時間と搭乗までの時間が短く、減圧症発症危険閾値に達し

ている。この要因として考えられることは、パラオからの帰国航空便の出発時間が午前 3 時頃であ

るため、帰国前日にダイビングをすると、搭乗までの時間が 14 時間程度となってしまう。この行為が

減圧症発症に至る大きな要因だと考えられる。パラオダイビングでは帰国前日のダイビングは、減

圧症予防の観点から禁止すべきでる。 

参考文献 

1) Vann RD et al : A comparison of recent flying after diving buidelines. Undersea & Hyper-baric 

Medicine 1996;23:36 

2) Freiberger J J et al : The relative risk of Decompression sickness during and after air travel 

following diving. Duke University, Aviat Space Environ Med 2002; 73:980-984 

 

表 1 東京医科歯科大学で減圧障害と診断された人数と 

その中のパラオでダイビングをしたダイバー数 

年度 
総件数

(人) 

パラオ 

人数 ％ 

2002 年 128 3 2.3 

2003 年 278 9 3.2 

2004 年 389 10 2.6 

2005 年 306 11 3.6 

2006 年 246 9 3.7 

2007 年 300 10 3.3 

2008 年 294 18 6.1 

2009 年 274 15 5.5 

合計 2,215 85 3.8 

 

 

 

表 2 パラオでダイビングをした後、航空機に搭乗するまでの時間分布 

(24 時間未満) 

搭乗までの時間 件数 割合(%) 

10hr＞ 3 6.0 

15hr＞ 16 32.0 

20hr＞ 29 58.0 

24hr＞ 2 4.0 

合  計 50 100.0 

総件数に対する割合 58.8％ 
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図 パラオ→日本間の日本航空チャーター便(直行便、ボーイング 767-300 機)客室内の高

度変化 

（2 回のフライト、’08年と’10年） 
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